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的
態
度
の
非
難
可
能
性
が
生
ず
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
責
任
概
念
は
期
待
可
能
性
の
処
で
そ
の
特
別
の
規
範
的
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な

る
。
免
責
事
由
で
は
適
法
行
為
の
期
待
可
能
性
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
規
準
に
則
っ
た
人
間
に
関
連
づ
け
て
、
期
待
不
可
能
性
と

い
う
観
点
か
ら
免
責
可
能
性
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
法
の
範
型
像
、
い
わ
ゆ
る
規
準
に
則
っ
た
人
間
に
照
ら
し
た
純
粋
に
法
的
な

評
価
が
免
責
可
能
性
を
決
定
す
る
（
外
的
評
価
）。
か
か
る
人
間
と
は
法
的
に
保
護
さ
れ
た
価
値
と
結
び
つ
い
た
人
間
で
あ
る
。
免
責
の

中
核
に
あ
る
の
は
、「
行
為
者
の
状
況
に
お
い
て
法
的
に
保
護
さ
れ
た
価
値
と
結
び
つ
い
た
人
間
か
ら
他
の
行
為
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
免
責
事
由
は
、
責
任
を
基
礎
づ
け
る
責
任
能
力
と
不
法
の
意
識
が
肯
定
さ
れ
た
後
で
、
責
任
を
阻
却
す
る
一
般
的

責
任
要
素
で
あ
る
（
521
）。

Ａ

超
法
規
的
責
任
阻
却
と
期
待
可
能
性

現
行
刑
法
に
は
期
待
可
能
性
の
欠
如
・
減
少
を
基
礎
と
し
た
規
定
が
存
在
す
る
。
法
益
同

価
値
の
場
合
の
緊
急
避
難
（
第
三
七
条
第
一
項
本
文
）、
及
び
、
盗
犯
防
止
法
第
一
条
第
二
項
（
強
盗
犯
人
・
窃
盗
犯
人
が
侵
入
し
て
き
た

場
合
、「
自
己
又
ハ
他
人
ノ
生
命
、
身
体
又
ハ
貞
操
ニ
対
ス
ル
現
在
ノ
危
険
ア
ル
ニ
非
ズ
ト
雖
モ
行
為
者
恐
怖
、
驚
愕
、
興
奮
又
ハ
狼
狽
ニ

因
リ
現
場
ニ
於
テ
犯
人
ヲ
殺
傷
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
罰
セ
ズ
」）
は
期
待
可
能
性
の
欠
如
に
よ
る
責
任
阻
却
の
規
定
で
あ
る
。
期
待

可
能
性
の
減
少
に
よ
る
刑
の
減
軽
・
免
除
を
定
め
た
も
の
に
、
過
剰
防
衛
（
第
三
六
条
第
二
項
）、
過
剰
避
難
（
第
三
七
条
第
一
項
但
書
き
）

の
総
則
規
定
、
犯
人
蔵
匿
・
証
拠
隠
滅
に
お
け
る
親
族
間
の
特
例
と
し
て
の
刑
の
免
除
（
第
一
〇
五
条
）、
親
族
間
に
行
わ
れ
た
盗
品
等
譲

り
受
け
罪
の
刑
の
免
除
（
第
二
五
七
条
）
の
各
則
規
定
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
己
逃
走
罪
（
第
九
七
条
）、
偽
造
通
貨
収
得
後
の
知
情
行
使

罪
（
第
一
五
二
条
）、
自
己
堕
胎
罪
（
第
二
一
二
条
）
の
刑
が
軽
い
の
も
期
待
可
能
性
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、

明
文
の
規
定
が
な
い
場
合
に
も
、
期
待
可
能
性
の
欠
如
に
よ
る
超
法
規
的
責
任
阻
却
事
由
を
認
め
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点

に
つ
き
、
肯
定
説
、
限
定
説
、
否
定
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
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ａ

超
法
規
的
責
任
阻
却
事
由
説

多
数
説
は
、
明
文
の
規
定
が
な
い
場
合
で
も
期
待
可
能
性
の
欠
如
に
よ
る
超
法
規
的
責
任
阻
却
を

認
め
る
。「
期
待
可
能
性
を
欠
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
責
任
が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
刑
法
は
直
接
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
し

か
し
、
過
剰
防
衛
・
過
剰
避
難
な
ど
の
ば
あ
い
に
は
刑
の
減
免
を
み
と
め
て
い
る
の
は
、
期
待
可
能
性
の
乏
し
い
ば
あ
い
を
考
え
た
規
定

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
各
本
条
の
規
定
の
中
に
も
期
待
可
能
性
の
強
弱
を
考
え
た
も
の
が
多
く
散
見
し
て
」
お
り
、「
刑
法
の
根
底

に
は
…
…
期
待
可
能
性
の
考
え
方
が
流
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
期
待
可
能
性
の
な
い
ば
あ
い
に
責
任
が
阻
却
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と

は
、
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
も
根
拠
を
も
つ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
る
（
522
）。

ｂ

限
定
的
責
任
阻
却
事
由
説

本
説
は
、「
故
意
行
為
に
あ
っ
て
は
、
法
律
が
禁
止
・
命
令
し
て
い
る
違
法
な
行
為
の
決
意
を
す
る
こ

と
は
社
会
生
活
の
基
本
的
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
適
法
行
為
の
決
意
が
一
般
的
に
期
待
せ
ら
れ
て
お
り
、
原
則

と
し
て
責
任
が
あ
る
と
解
す
べ
き
」
だ
と
し
、「
特
に
例
外
的
に
法
律
上
期
待
不
可
能
性
に
よ
っ
て
責
任
が
阻
却
さ
れ
る
旨
を
規
定
し
た
場

合
、
ま
た
は
、
解
釈
上
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
場
合
に
か
ぎ
り
、
期
待
不
可
能
性
に
よ
っ
て
責
任
が
阻
却
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
」
だ
と
論

ず
る
（
523
）。
本
説
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
期
待
可
能
性
の
理
論
の
動
向
に
影
響
さ
れ
、「
期
待
不
可
能
性
を
一
般
的
な
超
法
規
的
責
任
阻
却
事
由

と
解
す
る
思
想
は
刑
法
の
規
制
的
機
能
を
弱
体
化
し
、
刑
法
的
秩
序
の
弛
緩
を
招
来
す
る
（
524
）」
と
論
ず
る
と
き
、
そ
こ
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る

期
待
可
能
性
理
論
の
動
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ｃ

責
任
阻
却
事
由
否
定
説

本
説
は
、
期
待
可
能
性
と
い
う
思
想
そ
の
も
の
は
否
定
で
き
な
い
に
せ
よ
、
期
待
可
能
性
の
欠
如
を
超

法
規
的
責
任
阻
却
事
由
と
見
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
実
定
法
の
法
的
安
定
性
、
法
律
秩
序
は
違
法
性
に
お
い
て
は
「
実
質
的
違
法
論
」
の

立
場
か
ら
「
超
法
規
的
」
に
破
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
責
任
性
に
お
い
て
は
「
実
質
的
責
任
論
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
超
法
規
的
に
破
ら
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れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
論
ず
る
（
525
）。

こ
の
よ
う
に
三
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
既
に

述
し
た
よ
う
に
、
期
待
可
能
性
は
責
任
概
念
を
支
え
る
中
核
的
思
想
で

あ
る
か
ら
、
法
規
に
規
定
が
な
く
て
も
、
具
体
的
な
事
情
の
下
で
、
そ
の
違
法
行
為
以
外
の
他
の
適
法
行
為
を
す
る
こ
と
の
期
待
可
能
性

が
な
い
場
合
に
、
責
任
阻
却
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
期
待
可
能
性
は
市
民
（
社
会
）
の
た
め
の
刑
法
が
備
え
る
べ
き
「
安
全
弁
」
と
し

て
必
要
不
可
欠
と
云
う
べ
き
で
あ
る
（
526
）。

Ｂ

期
待
可
能
性
の
責
任
論
に
お
け
る
地
位

期
待
可
能
性
は
、
犯
罪
論
体
系
上
、
責
任
論
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
（
527
）、

責
任
論
の
内
部
で
、
故
意
・
過
失
な
ど
の
他
の
責
任
要
素
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

ａ

故
意
・
過
失
の
構
成
要
素
説

本
説
は
、
期
待
可
能
性
を
故
意
・
過
失
の
成
立
要
件
と
見
て
、
期
待
可
能
性
が
欠
け
る
と
き
は
故

意
又
は
過
失
自
体
が
な
く
、
故
意
責
任
・
過
失
責
任
そ
の
も
の
が
阻
却
さ
れ
る
も
の
と
す
る
（
528
）。
本
説
に
対
し
て
は
、
責
任
の
規
範
的
要
素

で
あ
る
期
待
可
能
性
は
、
故
意
・
過
失
と
い
う
心
理
的
要
素
と
は
把
握
の
仕
方
を
異
に
し
て
い
る
の
で
、
期
待
可
能
性
を
故
意
・
過
失
の

構
成
要
素
と
み
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
期
待
可
能
性
の
不
存
在
の
主
張
は
故
意
・
過
失
の
否
認
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な

り
、
そ
う
す
る
と
、
刑
訴
法
第
三
三
五
条
第
二
項
の
「
法
律
上
犯
罪
の
成
立
を
妨
げ
る
理
由
…
…
と
な
る
事
実
」
に
当
ら
な
い
こ
と
と
な

り
、
裁
判
所
は
判
決
の
中
で
そ
の
主
張
に
対
す
る
判
断
を
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
、
被
告
人
に
と
っ
て
不
利
益
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
向

け
ら
れ
る
（
529
）。
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ｂ

故
意
・
過
失
と
並
列
す
る
第
三
の
責
任
要
素
説

本
説
は
、
期
待
可
能
性
を
故
意
・
過
失
と
は
区
別
す
べ
き
と
し
、
従
来
か
ら
の

責
任
要
素
と
並
列
す
る
積
極
的
責
任
要
素
と
す
る
（
530
）。
本
説
を
厳
格
に
捉
え
る
と
、
検
察
官
は
期
待
可
能
性
の
存
在
と
程
度
を
常
に
証
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
り
、
訴
訟
法
上
の
観
点
か
ら
疑
問
が
生
ず
る
（
531
）。
本
説
が
、
期
待
可
能
性
の
欠
如
を
責
任
阻
却
事
由
と
見
る
な

ら
ば
、
次
の
責
任
阻
却
事
由
説
と
異
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
532
）。

ｃ

責
任
阻
却
事
由
説

本
説
は
、
期
待
可
能
性
の
不
存
在
を
責
任
の
消
極
的
要
素
、
つ
ま
り
、
責
任
阻
却
事
由
と
解
す
る
。
期
待
可

能
性
の
不
存
在
が
例
外
的
に
犯
罪
の
成
立
を
妨
げ
る
事
情
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
訴
訟
法
上
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
三
三
五
条
第
二

項
に
い
う
「
犯
罪
の
成
立
を
妨
げ
る
理
由
…
…
と
な
る
事
実
」
に
当
り
、
そ
の
主
張
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、「
こ
れ
に
対
す
る

判
断
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
533
）」。

ｄ

可
罰
的
責
任
阻
却
・
減
少
説

本
説
は
、「
期
待
可
能
性
が
な
い
場
合
は
、
責
任
能
力
の
な
い
場
合
の
よ
う
に
責
任
が
な
く
な
る
わ

け
で
は
な
く
、
可
罰
的
責
任
が
な
く
な
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
期
待
可
能
性
が
減
少
し
た
場
合
に
、
可
罰
的
責
任
が
減

少
す
る
が
、
こ
れ
も
責
任
の
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
534
）」
と
論
ず
る
。

こ
の
よ
う
に
諸
説
が
見
ら
れ
る
が
、
期
待
可
能
性
と
い
う
の
は
故
意
、
過
失
と
は
別
個
の
独
立
し
た
責
任
要
素
で
あ
る
。
故
意
犯
に
お

い
て
は
、
責
任
前
提
要
件
（
責
任
能
力
、
不
法
の
意
識
）
が
そ
ろ
う
と
責
任
が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
期
待
可
能
性
も
肯
定
さ
れ
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
期
待
可
能
性
は
個
別
事
例
に
お
い
て
期
待
不
可
能
性
と
い
う
免
責
事
由
と
い
う
形
で
消
極
的
に
検
証
さ
れ
る

べ
き
こ
と
と
な
る
。
過
失
犯
に
お
い
て
も
、
期
待
可
能
性
は
主
観
的
注
意
義
務
違
反
か
ら
完
全
に
分
離
さ
れ
た
独
立
の
規
範
的
要
素
で
あ
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る
。
過
失
犯
で
は
、
行
為
者
が
客
観
的
注
意
義
務
を
そ
の
精
神
的
、
身
体
的
能
力
か
ら
し
て
遵
守
で
き
た
と
云
え
る
が
、
し
か
し
、
法
が

当
該
義
務
の
不
遵
守
を
非
難
で
き
な
い
ほ
ど
、
行
為
者
に
と
っ
て
当
該
義
務
の
要
求
が
高
い
と
き
、
期
待
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
故
意
犯
の
場
合
と
は
異
な
り
、
過
失
犯
で
は
、
責
任
前
提
要
件
が
そ
ろ
う
と
、
期
待
可
能
性
も
肯
定
さ
れ
る
と
は
一
般
的
に
い
え
な

い
の
で
、
期
待
可
能
性
は
積
極
的
責
任
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
期
待
可
能
性
は
積
極
的
に
検
証
さ
れ
る
べ
き
こ
と

と
な
る
（
535
）。

Ｃ

期
待
可
能
性
の
標
準

期
待
可
能
性
が
欠
如
す
る
場
合
に
、
責
任
が
阻
却
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
有
無
を
判
断
す
る
標
準
に

つ
い
て
、
従
来
、
行
為
者
標
準
説
、
平
均
人
標
準
説
、
国
家
標
準
説
及
び
類
型
的
行
為
事
情
標
準
説
が
拮
抗
し
て
い
る
。

ａ

行
為
者
標
準
説

本
説
は
、
行
為
の
際
に
お
け
る
行
為
者
自
身
の
具
体
的
事
情
を
標
準
と
す
る
。
期
待
可
能
性
の
理
論
は
、
本
来
、

行
為
者
の
人
間
性
の
弱
さ
に
対
し
て
法
的
救
済
を
与
え
よ
う
と
の
意
向
に
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
存
否
を
判
断
す
る
標
準
も
、
行

為
者
自
身
の
立
場
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
か
、
通
常
人
に
は
期
待
が
可
能
で
も
行
為
者
に
期
待
が
不
可
能
な
と
き
は
、
非
難
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
責
任
非
難
が
行
為
者
に
と
っ
て
可
能
な
こ
と
を
限
界
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
る
（
536
）。

ま
た
、
こ
の
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、「
法
規
範
は
、
通
常
人
に
期
待
さ
れ
る
以
上
の
も
の
は
期
待
し
な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
上
限

は
通
常
人
の
標
準
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
537
）」
と
し
て
、
修
正
を
加
え
る
見
解
（
通
常
人
標
準
説
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
行
為
者

標
準
説
）
も
あ
る
。

本
説
に
対
し
て
、
い
か
な
る
人
間
も
そ
の
具
体
的
な
行
為
状
況
に
お
い
て
は
、
行
為
の
外
部
的
事
情
に
よ
っ
て
必
然
的
に
条
件
づ
け
ら
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れ
て
い
る
の
で
、
行
為
者
が
違
法
行
為
を
し
た
こ
と
自
体
が
行
為
者
に
他
の
適
法
行
為
に
出
る
可
能
性
、
す
な
わ
ち
、
期
待
可
能
性
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
す
べ
て
を
理
解
す
る
こ
と
は
す
べ
て
を
赦
す
」
こ
と
と
な
っ
て
、
刑
事
司
法
が
軟
弱
化
せ
ざ
る

を
え
な
い
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
る
（
538
）。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
行
為
者
標
準
説
の
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
な
反
批
判
が
な
さ
れ
る
。
行
為
者

自
身
の
具
体
的
事
情
を
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
行
為
者
の
主
観
の
み
を
偏
重
し
て
こ
れ
を
無
条
件
に
肯
定
す
る
感
傷
主
義
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、
行
為
者
の
能
力
を
あ
く
ま
で
客
観
的
に
、
そ
し
て
、
平
均
人
以
下
の
能
力
し
か
な
い
場
合
に
も
、
そ
の
能
力
の
最
大
限

に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
行
為
者
標
準
説
に
従
っ
て
も
、
責
任
能
力
者
で
あ
る
行
為
者
に
、
適
法
行
為
を
期
待
し

え
な
い
と
い
う
事
態
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
け
っ
し
て
刑
法
の
弱
体
化
が
来
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
（
539
）。

こ
の
反
批
判
が
、
行
為
者
の
能
力
を
「
あ
く
ま
で
客
観
的
に
」、「
そ
の
能
力
の
最
大
限
に
お
い
て
」
評
価
す
る
と
主
張
す
る
と
き
、
そ

れ
は
行
為
者
標
準
説
の
貫
徹
が
難
し
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
540
）。
実
際
、
行
為
者
標
準
説
は
基
本
的
に
正
し
い
と
し
た
上
で
、

純
粋
の
個
人
は
認
識
で
き
な
い
の
で
、
行
為
者
本
人
が
属
す
る
類
型
人
（
本
人
の
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
経
歴
等
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

た
）
が
標
準
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
行
為
者
標
準
説
と
い
っ
て
も
、
期
待
可
能
性
の
有
無
の
判
断
は
常
に
あ
る
程
度
の
類
型
性
・

客
観
性
を
備
え
て
い
る
と
の
見
解
も
あ
る
の
で
あ
る
（
541
）。

ｂ

平
均
人
標
準
説

本
説
は
、
行
為
者
の
お
か
れ
た
具
体
的
事
情
の
下
で
、
平
均
人
（
通
常
人
・
一
般
人
）
に
適
法
な
行
為
を
期
待

し
う
る
か
ど
う
か
を
判
断
の
標
準
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
期
待
可
能
性
の
判
断
は
、
行
為
者
の
お
か
れ
た
具
体
的
事
情
の
も
と
で
、

行
為
者
の
代
わ
り
に
通
常
の
理
性
を
そ
な
え
た
人
（
英
雄
で
も
臆
病
者
で
も
な
い
通
常
人
）
に
お
き
か
え
、
そ
の
者
に
、
適
法
な
態
度
決

定
を
期
待
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
り
決
す
べ
き
（
542
）」
こ
と
と
な
る
。
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本
説
に
対
し
て
は
、
責
任
非
難
は
行
為
者
に
と
っ
て
可
能
な
こ
と
を
限
界
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
平
均
人
に
は
期
待
が
可
能

で
も
、
行
為
者
に
期
待
が
不
可
能
な
と
き
は
責
任
非
難
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
、
又
、
平
均
人
と
い
う
観
念
が
不
明
確
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
期
待
可
能
性
の
有
無
の
判
断
が
曖
昧
に
な
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
（
543
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
均
人
標
準
説
の
立

場
か
ら
、
次
の
よ
う
な
反
批
判
が
行
わ
れ
る
。
平
均
人
と
い
う
の
は
、
自
然
科
学
的
・
統
計
学
的
意
味
に
お
け
る
一
般
・
平
均
概
念
で
は

な
く
、
社
会
科
学
的
型
概
念
と
し
て
の
一
般
人
・
平
均
人
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
存
在
し
な
い
抽
象
概
念
だ
と
い
う
批
判
は
当
ら
な
い
、

一
般
人
・
平
均
人
は
責
任
判
断
の
法
的
基
準
の
要
素
で
あ
っ
て
、こ
れ
に
よ
っ
て
責
任
非
難
が
な
さ
れ
る
の
は
行
為
者
で
あ
り
、し
た
が
っ

て
、
一
般
人
・
平
均
人
の
標
準
を
認
め
る
こ
と
は
行
為
者
以
外
の
他
人
に
つ
い
て
責
任
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
と
（
544
）。

な
お
、
平
均
人
標
準
説
か
ら
、「
責
任
能
力
者
を
通
常
人
と
し
、
通
常
人
が
当
該
行
為
者
の
具
体
的
な
行
為
事
情
の
も
と
に
置
か
れ
た
場

合
を
仮
定
し
て
、
期
待
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
行
為
事
情
と
し
て
ど
れ
だ
け
の
因
子
を
考
慮
に

入
れ
る
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
が
、
年
齢
、
性
、
職
業
な
ど
の
類
は
当
然
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
545
）」
と
論
じ
ら
れ
、
年
齢
、
性
、

職
業
等
が
入
れ
ら
れ
る
と
き
、
こ
れ
は
本
来
の
平
均
人
標
準
説
か
ら
離
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
546
）。

ｃ

国
家
標
準
説

本
説
は
、
行
為
者
に
適
法
行
為
を
期
待
す
る
国
家
な
い
し
法
秩
序
を
標
準
と
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
期
待
可
能

性
は
、「
期
待
す
る
者
（
国
家
）
と
期
待
さ
れ
る
者
（
個
人
）
と
の
間
に
お
け
る
現
実
の
情
況
下
で
の
緊
張
関
係
と
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
国
家
は
決
し
て
個
人
の
能
力
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
個
人
の
現
実
的
能
力
を
標
準
と
す
る
も

の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
意
思
の
緊
張
・
努
力
を
要
求
す
る
も
の
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
犯
罪
へ
の
誘
惑
が
如
何
に
強

く
、
彼
と
し
て
は
耐
え
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
家
は
な
お
彼
に
そ
の
欲
望
を
抑
止
し
、
適
法
行
為
を
行
う
べ
き
こ
と
を
峻
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烈
に
期
待
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
（
547
）」
と
。

本
説
に
対
し
て
は
、
期
待
可
能
性
の
根
本
的
な
思
想
は
、「
人
間
性
の
弱
さ
」
に
対
し
て
法
的
救
済
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の

に
、
本
説
は
こ
の
思
想
に
反
す
る
。
又
、
本
説
は
、
法
上
い
か
な
る
規
準
・
条
件
を
も
っ
て
行
為
者
に
期
待
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
か
を

論
ず
る
に
つ
い
て
、
た
だ
法
上
期
待
可
能
性
が
あ
る
と
き
に
期
待
可
能
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
と
答
え
る
に
等
し
く
、
問
に
答
え
る
に
問

を
も
っ
て
す
る
循
環
論
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
加
え
ら
れ
る
（
548
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
家
標
準
説
の
立
場
か
ら
、
反
批
判
が
試
み
ら
れ
る
。

「
ど
の
よ
う
な
場
合
に
期
待
で
き
る
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
「
期
待
す
る
と
き
に
期
待
で
き
る
」
と
答
え
た
の
で
は
答
え
た
こ
と
に
な
ら

な
い
と
い
う
批
判
に
は
一
面
の
真
理
が
あ
る
が
、「
し
か
し
必
ず
し
も
全
面
的
に
正
し
い
と
は
い
え
な
い
。
期
待
可
能
性
と
い
う
こ
と
が

自
由
意
思
と
い
う
『
も
の
』
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
行
為
者
の
状
態
だ
け
を
調
べ
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
期
待
可
能
性
は
程
度
の
問
題
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
必
ず
し
も
す
べ
て
の
犯
罪
、
す
べ
て
の
状
況
を
通
じ
て
量
的
に
一
律
の
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
期
待
す
る
主
体
と
期
待
さ
れ
る
客
体
と
の
緊
張
関
係
で
あ
り
、
主
体
は
、
犯
罪
が
重
い
か
軽
い
か
、
反
撃
が
恐
怖

に
よ
る
も
の
か
、
憤
慨
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
同
種
の
行
為
を
防
止
す
る
必
要
が
ど
の
程
度
あ
る
か
な
ど
に
よ
り
、
あ
る
場
合
に
は

強
く
、
あ
る
場
合
に
は
弱
く
期
待
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
（
549
）」
と
。

ｄ

類
型
的
行
為
事
情
標
準
説

本
説
は
、
期
待
さ
れ
る
客
体
の
立
場
か
ら
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
期
待
す
る
主
体
の
側
か
ら
の
考
察

が
必
要
で
あ
り
、
国
家
が
法
の
遵
守
の
期
待
を
止
め
る
と
こ
ろ
に
、
責
任
阻
却
原
因
の
、
つ
ま
り
、
期
待
可
能
性
不
存
在
の
認
容
が
始
ま

る
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
す
る
（
550
）。「
他
の
説
の
い
う
『
行
為
者
』、『
平
均
人
』
に
対
応
す
る
意
味
で
標
準
と
す
る
の
は
、
法
の
独
自
の
評
価

の
附
着
し
た
類
型
的
『
行
為
事
情
』
な
の
で
あ
る
（
551
）」。
そ
し
て
、
期
待
の
構
造
か
ら
自
明
な
よ
う
に
、
そ
れ
は
期
待
す
る
者
と
さ
れ
る
者
と
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の
対
立
緊
張
関
係
に
お
い
て
期
待
す
る
主
体
の
な
す
判
断
な
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
行
為
者
標
準
説
も
、
平
均
人
標
準
説
も
、
結
局
こ

の
よ
う
な
立
場
か
ら
責
任
阻
却
の
判
断
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
は
本
説
と
ま
っ
た
く
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
ら

の
説
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
行
為
者
あ
る
い
は
平
均
人
の
能
力
を
超
え
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
法
も
そ
の
遵
守
の
期
待
を
止

め
る
（
止
め
る
の
が
国
家
理
念
で
あ
る
）
と
誤
解
し
た
点
が
、
本
説
と
異
な
る
（
552
）。
結
論
と
し
て
、
本
説
は
、「
様
々
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る

法
独
自
の
評
価
基
準
を
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
諸
事
情
―
侵
害
法
益
、
行
為
者
の
身
分
、
危
難
等
々
の
様
々
な
行
為
事
情
の
要
素

―
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
評
価
基
準
の
類
型
を
見
出
し
、
具
体
的
事
件
を
そ
れ
ら
に
当
嵌
め
て
、
当
該
事
件
に
与
え
ら
れ
る
（
べ
き
）
法

独
自
の
―
期
待
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
の
―
評
価
を
見
出
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
（
553
）。

本
説
に
対
し
て
も
、
問
を
も
っ
て
問
に
答
え
る
も
の
だ
と
い
う
批
判
が
あ
る
（
554
）。
こ
れ
に
対
す
る
本
説
か
ら
の
反
批
判
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
期
待
可
能
性
の
有
無
の
標
準
は
、「
ま
ず
、
刑
法
典
に
規
定
さ
れ
て
い
る
行
為
事
情
の
類
型
化
か
ら
看
取
さ
れ
る
法
独
自
の
評
価
基
準

に
着
目
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
敷
え
ん
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
答
え
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ

る
。
む
し
ろ
、
法
或
い
は
国
家
の
期
待
が
、
期
待
さ
れ
る
客
体
の
側
か
ら
の
み
の
一
方
的
な
見
方
に
よ
っ
て
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
と
考

え
る
立
場
こ
そ
、
現
実
の
法
状
態
を
離
れ
た
独
り
よ
が
り
の
見
解
で
あ
る
（
555
）」
と
。

ｅ

評
価

こ
の
よ
う
に
期
待
可
能
性
の
標
準
に
つ
い
て
様
々
な
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
責
任
判
断
の
主
体
が
国
で
あ
り
、
そ
の

客
体
が
行
為
者
で
あ
る
以
上
、
期
待
可
能
性
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
云
え
る
。
国
家
標
準
説
と
類
型
的
行
為
標
準
説
は
そ
の
こ
と
を
明

確
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
行
為
者
標
準
説
も
平
均
人
標
準
説
も
当
然
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
諸
説
の
違
い
は
、
期

待
す
る
主
体
で
あ
る
国
が
何
を
標
準
に
し
て
期
待
可
能
性
を
判
断
す
る
か
と
い
う
点
に
か
か
わ
る
。
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行
為
者
自
身
を
標
準
に
し
て
そ
の
期
待
性
の
有
無
を
問
う
こ
と
は
実
証
科
学
的
に
は
無
理
が
あ
り
、
行
為
者
標
準
説
の
論
者
も
そ
の
本

来
の
説
を
貫
徹
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
て
、
客
観
化
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
行
為
者
標
準
説
の
難
点
を
避
け
た
の
が
平
均
人
標
準

説
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
均
人
を
標
準
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
ど
の
人
に
と
っ
て
も
標
準
と
な
る
平
均
人
な
る
も
の
は
存
在
し

な
い
。
人
々
の
反
応
態
様
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
平
均
人
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
行
為
者
の
行
為
が
、
こ
の
平
均
人

な
ら
と
る
と
思
わ
れ
る
行
動
か
ら
逸
脱
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
非
難
に
値
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
国
家
標
準
説
が
、

国
の
期
待
を
標
準
と
す
る
、
具
体
的
に
は
裁
判
官
自
身
の
期
待
を
標
準
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
為
者
の
お
か
れ
た
事
情
が
無
視
さ
れ
か

ね
な
い
。
類
型
的
行
為
事
情
標
準
説
は
、「
標
準
は
、
行
為
者
で
な
く
、
む
し
ろ
行
為
者
が
そ
の
も
と
で
態
度
を
と
る
に
い
た
っ
た
と
こ
ろ

の
行
為
事
情
の
類
型
的
把
握
に
よ
り
得
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
局
、
社
会
生
活
の
現
実
態
を
洞
察
す
る
裁
判
官
の
判
断
に
ま

つ
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
そ
の
際
個
々
の
裁
判
官
の
判
断
は
そ
の
個
人
的
見
地
に
よ
っ
て
で
な
く
、
法
律
に
内
在
す
る
指
導
理

念
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
556
）」
と
論
じ
て
、
行
為
者
の
属
性
を
無
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
妥
当
と
は
い
え
な
い
。

免
責
可
能
性
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
行
為
と
な
っ
て
現
れ
た
心
情
無
価
値
で
あ
る
。
客
観
化
さ
れ
た
、
社
会
倫
理
的
責
任
概
念

に
あ
っ
て
は
、
虚
構
の
、
客
観
化
さ
れ
た
「
規
準
人
」
と
い
う
媒
介
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
為
者
の
心
情
を
非
難
で
き
る
か

否
か
、
そ
の
程
度
如
何
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
非
難
と
い
う
の
が
行
為
を
し
た
と
き
の
行
為
者
の
心
情
に
向
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、「
規
準
人
」
は
個
別
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
客
観
化
・
個
別
化
さ
れ
た
比
較
規
準
人
」
と
い
う
の
は
、
普
段

は
法
に
誠
実
な
内
的
態
度
を
有
す
る
が
、
し
か
し
、
同
時
に
行
為
者
の
個
人
的
所
与
の
事
情
と
苦
境
に
あ
る
行
為
者
の
よ
う
な
人
の
こ
と

を
云
う
。
す
な
わ
ち
、「
規
準
人
」
に
は
、
行
為
者
の
行
き
方
、
生
活
領
域
、
職
業
、
精
神
的
・
身
体
的
属
性
、
年
齢
、
健
康
、
教
育
、
素
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性
等
が
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
規
準
人
」
が
現
実
の
行
為
状
況
に
お
か
れ
た
と
き
の
適
法
行
為
の
期
待
可
能
性
が
問
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
者
は
「
規
準
人
」
と
比
較
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
557
）。

不
法
構
成
要
件
に
お
け
る
行
為
無
価
値
の
特
徴
は
故
意
に
よ
る
行
為
制
禦
（
意
思
方
向
）
に
あ
る
が
、
責
任
に
お
い
て
は
行
為
の
心
情

無
価
値
の
特
徴
は
動
機
づ
け
に
よ
る
動
機
制
禦
（
意
思
形
成
）
に
あ
る
（
558
）。
行
為
者
の
動
機
、
心
情
が
法
の
規
準
人
か
ら
是
認
さ
れ
な
い
程

度
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
そ
れ
ら
は
不
可
解
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
そ
れ
だ
け
責
任
が
重
い
。
逆
に
、
そ
れ
ら
が
無
理
も
な
い
と

判
断
さ
れ
る
程
度
が
大
き
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
行
為
者
の
責
任
も
減
少
す
る
。
責
任
は
規
範
的
漸
増
概
念
で
あ
る
。
完
全
に
無
理
も
な
い

と
い
う
極
端
な
場
合
に
は
責
任
は
な
く
な
る
。
規
範
に
則
っ
た
行
為
が
行
為
者
に
は
期
待
で
き
な
い
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
行
為
者

が
完
全
に
免
責
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
法
に
誠
実
な
内
的
態
度
が
例
外
的
に
社
会
適
応
の
限
界
を
破
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
責
任
の
重
さ
は
行
為
者
の
内
的
態
度
が
「
法
か
ら
離
れ
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
あ
る
。
免
責
判
断
に
当
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き

な
の
は
、
ど
の
程
度
、
所
為
が
法
的
に
保
護
さ
れ
た
価
値
へ
の
行
為
者
の
拒
否
的
態
度
ま
た
は
無
関
心
な
態
度
に
帰
せ
ら
れ
う
る
の
か
、

ど
の
程
度
、
所
為
が
法
的
に
保
護
さ
れ
た
価
値
と
結
び
つ
い
た
人
間
に
も
も
っ
と
も
と
思
わ
れ
う
る
外
的
事
情
や
動
機
に
帰
せ
ら
れ
う
る

の
か
で
あ
る
（
559
）。

Ｄ

判
例
の
動
向

期
待
可
能
性
の
理
論
に
と
っ
て
先
駆
的
意
味
を
も
つ
の
が
昭
和
八
年
の
﹇
第
五
柏
島
丸
事
件
﹈
判
決
（
大
判
昭
和

八
・
一
一
・
二
一
刑
集
一
二
・
二
〇
七
二
）
で
あ
る
。〔
瀬
戸
内
海
で
、
定
員
の
五
倍
余
り
の
乗
客
を
乗
せ
て
航
行
中
の
連
絡
船
第
五
柏
島

丸
が
転
覆
し
、
多
数
の
死
傷
者
（
乗
客
二
八
名
が
溺
死
、
七
名
が
溺
水
に
よ
る
傷
害
）
を
出
し
た
と
い
う
事
案
〕
で
、
原
審
判
決
が
被
告

人
で
あ
る
船
長
に
禁
錮
六
月
を
言
い
渡
し
た
の
に
対
し
、
大
審
院
は
業
務
上
過
失
艦
船
覆
没
罪
（
第
一
二
九
条
第
二
項
）
と
業
務
上
過
失
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致
死
傷
罪
（
第
二
一
一
条
）
の
成
立
（
観
念
的
競
合
）
認
め
、
軽
い
罰
金
刑
（
三
〇
〇
円
）
を
言
い
渡
し
た
。
大
審
院
は
、
①
通
勤
の
乗

客
が
船
員
の
制
止
を
き
か
ず
先
を
争
っ
て
乗
船
し
た
、
②
取
締
り
の
任
に
当
た
る
警
官
も
出
航
時
刻
の
励
行
の
み
に
専
念
し
、
定
員
に
対

す
る
乗
客
数
の
取
締
り
が
寛
大
に
す
ぎ
た
、
③
船
主
が
経
営
上
の
理
由
か
ら
被
告
人
で
あ
る
船
長
の
再
三
の
注
意
も
聞
き
入
れ
ず
、
多
数

の
乗
客
を
搭
載
さ
せ
た
、
④
被
告
人
が
資
産
乏
し
く
収
入
僅
少
で
あ
っ
た
等
の
事
実
を
量
刑
に
お
い
て
考
慮
し
た
の
で
あ
る
（
560
）。
大
判
昭
和

一
一
・
一
一
・
二
一
刑
集
一
五
・
一
五
〇
一
は
、〔
被
告
人
が
自
己
の
刑
事
被
告
事
件
に
つ
き
他
人
を
教
唆
し
て
虚
偽
の
証
言
を
さ
せ
た
と

い
う
事
案
〕
に
お
い
て
、
偽
証
教
唆
罪
の
成
立
を
認
め
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
被
告
人
が
自
己
の
刑
事
被
告
事
件
に
つ
い
て
虚
偽
の

陳
述
を
す
る
場
合
に
犯
罪
を
構
成
し
な
い
の
は
、「
被
告
人
タ
ル
ノ
身
分
に
顧
ミ
テ
真
実
ノ
陳
述
ヲ
為
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
期
待
ス
ル
コ
ト
ノ

不
可
能
事
ニ
属
ス
ル
カ
故
ニ
責
任
阻
却
事
由
ア
ル
一
場
合
ト
シ
テ
法
律
上
之
ヲ
不
問
ニ
付
ス
ル
ノ
ミ
」
と
説
示
し
て
、
被
告
人
自
身
が
虚

偽
の
陳
述
を
す
る
こ
と
は
期
待
可
能
性
が
欠
如
す
る
た
め
に
責
任
阻
却
事
由
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
偽
証
教
唆
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
昭
和
三
〇
年
代
前
半
ま
で
に
、
経
済
統
制
法
規
違
反
事
件
や
労
働
事
件
を
中
心
に
、
期
待
可
能
性
の
欠
如
に

よ
る
責
任
阻
却
を
是
認
す
る
下
級
審
判
例
が
か
な
り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
東
京
高
判
昭
和
二
三
・
一
〇
・
一
六
高
刑
集

一
・
追
録
一
八
頁
﹇
亜
鉛
鍍
鉄
板
闇
取
引
事
件
﹈
は
、〔
進
駐
軍
接
収
建
物
の
改
修
工
事
を
引
き
受
け
た
建
築
会
社
が
、
そ
の
工
期
を
厳
守

す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
こ
れ
を
懈
怠
す
る
と
き
は
、
工
事
施
行
の
権
利
を
停
止
せ
ら
れ
、
工
事
担
当
者
は
体
刑
の
制
裁
を
も
っ
て
脅
か
さ

れ
る
実
情
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
工
事
に
要
す
る
鉄
板
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
正
規
の
供
給
を
期
待
し
え
ず
、
自
力
調
達
に
一
任
さ
れ

て
い
た
た
め
に
、
そ
の
会
社
の
責
任
者
で
あ
る
被
告
人
が
、
そ
の
工
事
に
必
要
な
亜
鉛
鍍
鉄
板
を
、
統
制
額
を
超
過
し
た
代
金
を
も
っ
て

買
い
受
け
て
工
事
を
進
め
た
が
、
そ
の
こ
と
が
統
制
違
反
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
事
案
〕
に
お
い
て
、
過
剰
避
難
（
第
三
七
条
第
一
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項
但
書
き
）
に
あ
た
り
刑
の
免
除
を
言
い
渡
し
た
原
審
判
決
を
破
棄
し
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
期
待
可
能
性
の
欠
如
を
理
由
に
無
罪

を
言
い
渡
し
た
。「
法
は
規
範
を
定
立
し
て
一
定
の
行
為
は
こ
れ
を
為
す
べ
し
と
命
じ
、
若
し
く
は
こ
れ
を
為
す
べ
か
ら
ず
と
禁
止
し
以

て
わ
れ
わ
れ
に
一
定
の
態
度
を
義
務
づ
け
て
居
る
が
法
は
不
能
を
強
い
る
も
の
で
な
い
。
規
範
は
そ
の
内
容
た
る
命
令
若
し
く
は
禁
令
の

履
行
の
可
能
な
る
事
を
前
提
と
し
、
こ
れ
を
限
度
と
す
る
。
而
し
て
そ
の
可
能
と
い
い
不
可
能
と
い
う
も
絶
対
的
意
味
に
お
け
る
能
不
能

を
い
う
の
で
は
な
く
、
一
般
普
通
人
に
と
つ
て
義
務
の
履
行
が
可
能
な
り
と
し
て
期
待
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
標
準
と
す
る
の
で
あ
る
。

一
般
普
通
人
が
被
告
人
と
同
一
の
地
位
状
況
の
下
に
お
か
れ
て
も
、
問
題
の
違
法
行
為
を
せ
な
い
で
、
他
に
適
法
行
為
を
な
す
こ
と
を
期

待
し
得
な
い
と
き
に
は
、被
告
人
の
違
法
行
為
を
非
難
す
る
の
は
難
を
強
ゆ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
刑
法
の
人
間
性
の
否
定
で
あ
っ
て
、

却
つ
て
法
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
法
の
精
神
で
は
な
い
」。
福
岡
高
判
昭
和
二
四
・
三
・
一
七
刑
集
一
〇
・

一
二
・
一
六
二
六
﹇
三
友
炭
坑
ピ
ケ
事
件
﹈
は
、〔
個
人
経
営
の
三
友
炭
坑
の
労
働
組
合
は
、
飢
餓
突
破
資
金
一
人
一
、
五
〇
〇
円
等
の
要

求
を
拒
ま
れ
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
組
合
員
の
一
部
二
六
名
が
生
産
同
志
会
と
称
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
か
ら
脱
退
し
て
生

産
業
務
に
従
事
し
た
の
で
、
他
の
組
合
員
は
極
度
に
憤
慨
し
て
い
た
が
、
同
炭
坑
貯
炭
場
か
ら
右
生
産
同
志
会
員
Ｋ
等
が
炭
車
を
連
結
し

て
駅
に
向
か
い
ガ
ソ
リ
ン
車
の
進
行
を
開
始
し
た
の
で
、
こ
れ
を
認
め
た
組
合
婦
人
部
長
の
被
告
人
等
は
、
他
の
組
合
員
三
〇
余
名
の
婦

女
子
と
共
に
、
右
ガ
ソ
リ
ン
車
の
前
方
線
路
上
に
立
ち
塞
が
り
、
通
る
な
ら
自
分
を
轢
き
殺
し
て
通
れ
、
と
怒
号
し
、
右
Ｋ
に
対
し
て
多

衆
の
威
力
を
示
し
て
運
炭
車
の
進
行
を
停
止
さ
せ
、
運
炭
業
務
を
妨
害
し
た
と
し
て
業
務
妨
害
罪
で
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
事
案
〕
で
、
正

当
な
争
議
行
為
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
無
罪
を
言
い
渡
し
た
第
一
審
判
決
に
対
し
て
、
期
待
可
能
性
を
欠
く
と
い
う
理

由
で
責
任
阻
却
を
認
め
、
無
罪
の
結
論
を
維
持
し
た
。「
罷
業
が
組
合
員
の
共
同
目
的
達
成
の
た
め
、
已
む
な
く
さ
れ
た
」
こ
と
、「
生
産

同
志
会
は
経
営
者
側
と
の
不
純
な
動
機
か
ら
同
志
を
裏
切
り
、罷
業
を
妨
害
」し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
考
慮
し
て
、「
か
か
る
主
観
的
、

客
観
的
条
件
の
下
に
被
告
人
に
対
し
、
右
の
如
き
所
為
に
出
で
な
い
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
は
、
一
般
通
念
に
よ
り
可
能
な
り
と
認
め
難
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く
、
従
つ
て
そ
の
所
為
に
つ
い
て
被
告
人
に
対
し
そ
の
責
任
を
追
及
し
、
罪
責
を
負
わ
し
め
る
の
は
条
理
上
相
当
な
り
と
言
い
得
な
い
の

で
、
被
告
人
の
右
所
為
が
他
の
婦
人
達
の
所
為
と
相
俟
て
右
Ｋ
等
の
業
務
、
進
ん
で
は
経
営
者
Ｍ
の
業
務
を
妨
害
す
る
の
結
果
を
惹
起
し

て
居
て
も
、
そ
の
所
為
に
対
す
る
責
任
を
阻
却
す
る
も
の
と
し
て
被
告
人
に
対
し
無
罪
の
裁
判
を
す
る
の
を
相
当
と
認
め
」
る
。
東
京
高

判
昭
和
二
八
・
四
・
六
高
刑
集
六
・
四
・
四
五
八
﹇
肥
料
公
団
業
務
上
横
領
事
件
﹈
は
、〔
肥
料
配
給
公
団
の
経
理
局
長
で
あ
っ
た
被
告
人

外
一
名
が
、公
団
役
職
員
全
員
に
法
定
の
給
与
以
外
に
、貸
付
金
等
の
名
目
で
特
例
の
給
与
と
し
て
公
団
資
金
を
分
配
支
出
し
た
こ
と（
当

時
、
占
領
軍
の
指
令
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
特
例
給
与
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
）
で
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
事
案
〕
で
、
業
務
上
横
領
罪
の
成

立
を
認
め
て
有
罪
と
し
た
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
て
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。「
本
件
公
団
資
金
を
擅
に
分
配
給
与
し
た
所
為
に
お
い
て

違
法
た
る
も
の
あ
る
を
免
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
所
為
は
寧
ろ
公
団
業
務
の
円
滑
な
運
営
上
真
に
止
む
を
得
ざ
る
に
出
で
た
も
の
に
係

り
、
当
時
同
じ
く
そ
の
衝
に
当
る
他
の
通
常
人
に
お
い
て
も
、
こ
れ
が
違
法
な
所
為
を
避
け
、
他
に
適
法
な
所
為
に
出
ず
べ
き
こ
と
は
到

底
期
待
し
得
ざ
り
し
事
情
に
あ
つ
た
も
の
」
で
あ
る
。
本
判
決
は
、「
イ
ン
フ
レ
昂
進
に
よ
る
賃
金
と
生
活
費
と
の
不
均
衡
に
よ
る
生
活
困

難
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
」、
肥
料
公
団
は
占
領
軍
の
厳
し
い
監
督
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
、
肥
料
公
団
に
お
け
る
「
労
働
攻
勢
は
次
第
に
熾

烈
を
加
え
」
て
い
た
こ
と
、
食
料
の
確
保
・
増
産
の
た
め
に
重
要
な
「
公
団
業
務
の
円
滑
な
運
営
上
真
に
止
む
を
え
ざ
る
」
行
為
で
あ
る

こ
と
等
の
事
情
を
考
慮
し
た
の
で
あ
る
。
東
京
高
判
昭
和
二
八
・
一
〇
・
二
九
高
刑
集
六
・
一
一
・
一
五
三
六
﹇
東
芝
川
岸
工
場
失
業
保

険
法
違
反
事
件
﹈
は
、〔
被
告
人
は
東
京
芝
浦
電
気
株
式
会
社
川
岸
工
場
の
工
場
長
と
し
て
同
工
場
の
経
営
を
担
当
し
て
い
た
が
、
同
社
は

失
業
保
険
法
所
定
の
事
業
主
と
し
て
保
険
料
納
付
義
務
者
で
あ
る
と
こ
ろ
、
工
場
長
は
、
同
工
場
に
お
け
る
失
業
保
険
被
保
険
者
の
賃
金

か
ら
控
除
し
た
昭
和
二
三
年
九
月
〜
一
一
月
分
の
保
険
料
を
い
ず
れ
も
所
定
の
納
付
期
日
ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た
。
そ
の
失
業
保
険
料

不
納
付
の
事
実
に
つ
い
て
、
工
場
長
及
び
会
社
自
体
が
失
業
保
険
法
違
反
の
罪
（
両
罰
規
定
適
用
）
で
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
事
案
〕
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
審
は
、
問
題
の
保
険
料
が
納
付
期
日
ま
で
に
本
社
か
ら
川
岸
工
場
に
送
付
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
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認
定
し
た
上
で
、
工
場
長
は
こ
れ
を
所
定
期
日
ま
で
に
納
付
す
る
義
務
は
な
く
、
ま
た
自
ら
の
責
任
で
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
工
場
長
及
び
会
社
を
無
罪
と
し
た
。
し
か
し
、
東
京
高
裁
（
昭
和
二
五
・
一
二
・
一
九
）
は
、
検
察

官
の
主
張
を
容
れ
、
工
場
長
に
納
付
義
務
を
認
め
、
破
棄
、
差
し
戻
し
た
。
差
戻
し
を
受
け
た
長
野
地
裁
（
昭
和
二
七
・
一
二
・
七
）
は
、

本
社
か
ら
川
岸
工
場
へ
の
送
金
が
遅
れ
て
い
た
諸
事
情
を
認
め
な
が
ら
も
、
工
場
長
に
は
「
不
要
不
急
資
材
を
処
分
し
て
収
入
を
得
る
こ

と
の
可
能
な
状
況
を
現
認
し
乍
ら
、
進
ん
で
之
等
の
者
に
之
を
進
言
し
強
調
し
て
、
そ
の
実
現
に
努
め
た
と
認
む
べ
き
証
拠
の
認
め
得
な

い
以
上
…
…
経
理
状
態
の
改
善
に
つ
い
て
果
し
得
る
責
務
を
尽
し
た
も
の
と
は
云
え
な
い
」
と
し
て
、
工
場
長
及
び
会
社
を
有
罪
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
第
二
次
控
訴
審
（
昭
和
二
八
・
一
〇
・
二
九
）
は
、
原
判
決
認
定
の
保
険
料
不
納
付
が
起
こ
っ
た
事
情
を
そ
の
ま
ま
援
用

し
た
上
で
、「
か
よ
う
な
事
情
た
る
や
、被
告
人
Ｈ
に
対
し
本
件
失
業
保
険
料
納
付
義
務
の
履
行
を
期
待
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
」し
、

「
該
不
履
行
に
つ
き
故
意
が
な
か
っ
た
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

最
高
裁
の
判
例
は
、
一
般
論
と
し
て
は
、
期
待
可
能
性
の
不
存
在
が
超
法
規
的
責
任
阻
却
事
由
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
し
か

し
、
期
待
可
能
性
の
理
論
を
直
接
、
肯
定
も
否
定
も
し
て
い
な
い
。
最
判
昭
和
三
一
・
一
二
・
一
一
刑
集
一
〇
・
一
二
・
一
六
〇
五
﹇
三

友
炭
坑
ピ
ケ
事
件
﹈
は
、
違
法
性
が
な
い
と
い
う
理
由
で
無
罪
の
原
判
決
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
が
、
検
察
官
の
「
成
法
上
の
根
拠
な
し

に
責
任
阻
却
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
期
待
可
能
性
不
存
在
に
よ
る
責
任
阻
却
は
成
法
上
の
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
、
し
た
が
っ

て
期
待
不
可
能
は
責
任
阻
却
原
因
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
原
判
決
に
は
理
由
不
備
・
判
断
遺
脱
の
違
法
あ
る
」
と
の
上
告
趣
意

に
対
し
て
は
、「
期
待
可
能
性
の
不
存
在
を
理
由
と
し
て
刑
事
責
任
を
否
定
す
る
理
論
は
、
刑
法
上
の
明
文
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
い

わ
ゆ
る
超
法
規
的
責
任
阻
却
事
由
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
つ
て
、
原
判
決
が
そ
の
法
文
上
の
根
拠
を
示
す
こ
と
な
く
そ
の
根
拠
を
条
理

に
求
め
た
こ
と
は
、
そ
の
理
論
の
当
否
は
別
と
し
て
も
、
な
ん
ら
所
論
の
よ
う
な
違
法
が
あ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
さ
れ
ば
論
旨
は
理
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由
が
な
い
」
と
説
示
し
た
。
最
判
昭
和
三
三
・
七
・
一
〇
刑
集
一
二
・
一
一
・
二
四
七
一
﹇
東
芝
川
岸
工
場
失
業
保
険
法
違
反
事
件
﹈
は
、

構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
と
い
う
理
由
で
無
罪
の
原
判
決
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
が
、
期
待
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
無
罪
と
し
た

の
は
従
来
の
判
例
に
反
す
る
と
の
検
察
官
の
上
告
趣
意
に
対
し
て
、
引
用
の
諸
判
例
は
、「
期
待
可
能
性
の
文
字
を
使
用
し
た
と
し
て
も
、

い
ま
だ
期
待
可
能
性
の
理
論
を
肯
定
又
は
否
定
す
る
判
断
を
示
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
か
ら
判
例
違
反
で
な
い
と
し
た
上
で
、

「
事
業
主
に
お
い
て
、
右
代
理
人
が
納
付
期
日
に
保
険
料
を
現
実
に
納
付
し
う
る
状
態
に
置
い
た
に
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
そ
の
納
付
期
日
に

納
付
し
な
か
っ
た
場
合
」
に
は
じ
め
て
保
険
料
不
納
付
罪
の
構
成
要
件
に
あ
た
る
の
で
あ
り
、
本
件
の
場
合
は
「
犯
罪
の
構
成
要
件
を
欠

く
」
と
し
た
。
最
判
昭
和
三
三
・
九
・
一
二
裁
判
集
刑
事
一
二
七
・
一
三
七
﹇
肥
料
公
団
業
務
上
横
領
事
件
﹈
は
、
判
例
違
反
、
理
由
不

備
を
理
由
と
す
る
検
察
官
の
上
告
に
対
し
、「
所
論
引
用
の
各
判
例
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
挙
示
の
証
拠
に
よ
り
、
犯
罪
事
実
を
認
定
す
る
に

当
り
、
情
状
の
斟
酌
、
法
令
の
解
釈
そ
の
他
に
関
し
必
要
な
説
示
、
判
断
を
示
し
た
に
止
ま
り
、
判
文
中
期
待
可
能
性
の
文
字
を
使
用
し

た
と
し
て
も
、
い
ま
だ
期
待
可
能
性
の
理
論
を
肯
定
又
は
否
定
す
る
判
断
を
示
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
れ
ば
、
所
論
判
例
違

反
の
主
張
は
そ
の
前
提
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
て
、
採
る
を
得
な
い
（
な
お
、
原
判
決
に
理
由
を
附
さ
な
い
違
法
が
あ
る
も
の
と
は
い
え
な

い
…
…
）」
と
し
て
、
期
待
可
能
性
が
な
い
と
い
う
理
由
で
無
罪
と
し
た
原
判
決
を
留
保
な
く
維
持
し
て
い
る
。
最
判
昭
和
二
四
・
九
・
一

四
刑
集
三
・
一
〇
・
一
五
二
九
は
、
訴
訟
法
的
側
面
か
ら
、
期
待
可
能
性
の
不
存
在
が
超
法
規
的
責
任
阻
却
事
由
に
な
る
こ
と
を
肯
定
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
原
審
に
お
け
る
弁
護
人
の
前
記
期
待
可
能
性
の
理
論
の
主
張
が
刑
訴
三
六
〇
条
第
二
項
（
注
：「
法
律
上
犯
罪

の
成
立
を
妨
げ
る
理
由
…
…
と
な
る
事
実
」）
に
該
当
す
る
と
し
て
も
こ
れ
に
対
す
る
判
断
の
方
法
は
、
必
ず
し
も
常
に
弁
護
人
の
主
張
事

実
を
掲
げ
て
こ
れ
に
対
し
直
接
的
に
判
断
を
示
す
方
法
を
採
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
は
な
く
、
弁
護
人
の
主
張
す
る
事
実
に
関
し
却
つ

て
反
対
の
事
実
を
認
定
し
て
、
間
接
的
に
主
張
否
定
の
判
断
を
示
す
方
法
を
採
る
こ
と
も
差
支
え
が
な
い
」。
最
判
昭
和
二
四
・
三
・
一
七

刑
集
三
・
三
・
三
一
一
も
同
趣
旨
の
よ
う
で
あ
る
。
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最
高
裁
の
判
例
の
中
に
は
、
原
審
と
同
一
の
事
実
認
定
の
上
で
、
期
待
可
能
性
が
な
い
と
い
う
理
由
で
無
罪
と
し
た
原
判
決
を
覆
し
た

も
の
が
あ
る
。
最
判
昭
和
三
一
・
一
二
・
二
六
刑
集
一
〇
・
一
二
・
一
七
六
九
﹇
外
国
人
登
録
令
違
反
事
件
﹈
は
、
不
法
入
国
外
国
人
の

外
人
登
録
申
請
義
務
不
履
行
に
つ
い
て
、
期
待
可
能
性
の
な
い
こ
と
を
理
由
に
無
罪
の
言
い
渡
し
を
し
た
原
審
判
決
（
東
京
高
判
昭
和
二

八
・
一
・
三
一
刑
集
一
〇
・
一
七
九
七
）
に
対
し
、
外
国
人
登
録
令
「
四
条
一
項
に
規
定
す
る
登
録
の
申
請
は
、
不
法
入
国
の
犯
罪
の
申

告
を
要
求
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
が
申
請
義
務
を
課
し
た
か
ら
と
い
つ
て
、
原
判
決
説
示
の
よ
う
に
自
己
の
不
法

入
国
の
罪
を
供
述
す
る
の
と
同
一
の
結
果
を
来
す
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
出
入
国
と
登
録
申
請
と
は
直
接
の
関
係
は
な

い
」
と
説
示
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
、
差
し
戻
し
た
。
最
判
昭
和
三
三
・
一
一
・
四
刑
集
一
二
・
一
五
・
三
四
三
九
﹇
三
菱
炭
鉱
新
入
礦

業
所
事
件
﹈
は
、「
原
判
決
は
、
…
…
三
菱
炭
鉱
新
入
礦
業
所
の
労
働
争
議
に
際
し
て
の
被
告
人
ら
組
合
員
百
数
十
名
に
よ
り
行
わ
れ
た
暴

行
、
脅
迫
及
び
不
法
監
禁
な
る
一
連
の
違
法
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
前
半
の
暴
行
、
脅
迫
の
み
を
切
り
離
し
て
こ
れ
を
期
待
可
能
性
が
な

い
も
の
と
し
て
無
罪
と
し
、後
半
の
不
法
監
禁
は
期
待
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
と
し
て
有
罪
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

刑
法
に
お
け
る
期
待
可
能
性
の
理
論
は
種
々
の
立
場
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
て
帰
一
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
有
様
で
あ
る
が
、
仮
に
期
待

可
能
性
の
理
論
を
認
め
る
と
し
て
も
、
被
告
人
ら
の
行
為
が
苟
く
も
犯
罪
構
成
要
件
に
該
当
し
、
違
法
で
あ
り
且
つ
被
告
人
ら
に
責
任
能

力
及
び
故
意
、
過
失
が
あ
つ
て
も
法
の
認
め
る
責
任
阻
却
事
由
が
な
い
限
り
は
、
そ
の
罪
責
を
否
定
す
る
に
は
首
肯
す
る
に
足
り
る
論
拠

を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
と
判
示
し
て
、
無
罪
の
判
断
部
分
に
つ
い
て
法
令
の
適
用
の
誤
り
又
は
理
由
不
備
の

違
法
が
あ
る
と
し
て
原
判
決
を
破
棄
、
差
し
戻
し
た
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
二
つ
の
最
高
裁
判
決
と
も
に
期
待
可
能
性
の
理
論
を
否
定

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
高
裁
判
所
は
、
構
成
要
件
該
当
性
や
（
可
罰
的
）
違
法
性
の
段
階
で
解
決
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
法
で
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解
決
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
期
待
可
能
性
の
理
論
は
不
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
解
決
で
き
な
い
場
合
に
は
、
や
は
り

期
待
可
能
性
の
理
論
は
必
要
で
あ
る
。
最
高
裁
判
所
は
こ
の
理
論
の
採
用
に
躊
躇
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
実
定

法
上
の
根
拠
が
欠
け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
実
質
的
な
問
題
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
前
掲
最
高
裁
判
決
﹇
三
菱

炭
鉱
新
入
礦
業
所
事
件
﹈
の
補
足
意
見
で
、
垂
水
克
己
裁
判
官
は
、「
今
日
の
期
待
可
能
性
論
の
内
容
は
学
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
の
よ
う

で
あ
り
、
下
級
裁
判
所
の
判
決
や
上
告
趣
意
に
お
い
て
も
十
分
に
そ
の
意
義
、
理
論
構
成
、
適
用
限
界
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
だ
か
ら
最
高
裁
判
所
と
し
て
こ
の
理
論
を
肯
定
も
否
定
も
で
き
な
い
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
或
る
下
級
裁
判
所

の
判
決
や
上
告
趣
意
で
示
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
一
学
者
の
示
し
た
期
待
可
能
性
論
が
最
高
裁
判
所
の
心
（
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
）
を

捉
え
る
な
ら
こ
れ
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
『
法
は
不
能
を
強
い
な
い
。』
の
立
場
以
上
に
は
踏
み
出
さ

な
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

昭
和
三
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
期
待
可
能
性
の
欠
如
を
理
由
と
す
る
無
罪
を
言
い
渡
し
た
下
級
審
判
例
は
少
な
い
。
東
金
簡
裁
判
決
昭

和
三
五
・
七
・
一
五
下
刑
集
二
・
七
＝
八
・
一
〇
六
六
﹇
墓
地
外
区
域
遺
体
埋
葬
事
件
﹈
は
、〔
脳
溢
血
で
突
然
死
亡
し
た
亡
夫
の
遺
体
を
、

埋
葬
す
る
墓
地
が
な
い
た
め
墓
地
以
外
の
山
林
に
埋
葬
し
た
と
し
て
、「
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
四
条
」
違
反
に
問
わ
れ
た
事
案
〕
に

つ
い
て
、
当
初
埋
葬
を
予
定
し
て
い
た
本
家
の
墓
地
が
宗
派
の
相
違
で
断
ら
れ
た
こ
と
、
共
同
墓
地
に
も
埋
葬
の
余
地
が
な
く
、
付
近
住

民
一
般
も
許
可
さ
れ
た
墓
地
以
外
の
埋
葬
が
法
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
許
可
さ
れ
た
墓
地
が
ど
こ
に
あ
る
か
も
分
か

ら
な
い
事
情
に
あ
り
、
埋
葬
の
場
所
に
も
墓
標
等
が
立
派
に
立
て
ら
れ
、
宗
教
的
立
場
並
び
に
保
健
衛
生
の
立
場
が
十
分
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
等
の
事
情
の
存
す
る
と
き
は
、
適
法
行
為
が
期
待
で
き
な
い
と
し
、
法
の
不
知
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。「
法

律
を
知
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
そ
れ
の
み
で
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
法
律
に
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
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が
、
し
か
し
適
法
行
為
を
期
待
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
は
、
具
体
的
環
境
の
も
と
に
お
い
て
被
告
人
に
適
法
行
為
を
な
す
こ
と

を
期
待
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
て
、
一
般
的
に
国
民
生
活
と
密
接
に
し
て
誰
で
も
知
り
得
る
法
律
を
知
ら
ず
に
犯
し
た
場

合
と
、
一
般
的
に
は
知
る
こ
と
が
困
難
で
国
民
生
活
と
は
な
じ
み
の
薄
い
法
律
を
知
ら
ず
に
犯
し
た
場
合
と
を
比
較
す
れ
ば
、
後
者
の
方

が
前
者
に
比
較
し
て
法
律
不
知
の
過
失
は
小
で
あ
り
、
従
つ
て
期
待
不
可
能
を
判
断
す
る
に
あ
た
つ
て
も
他
の
客
観
的
事
情
は
前
者
よ
り

は
寛
大
に
解
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
結
局
い
ゝ
か
え
れ
ば
、
右
法
律
不
知
に
つ
い
て
も
本
件
の
如
き
特
別
の
場
合
に
は
期
待
不
可
能
で
あ
つ

た
か
ど
う
か
の
判
断
の
一
資
料
と
し
て
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
が
妥
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
松
江
地
裁
浜
田
支
部
判
決
昭
和
三
八
・
一

二
・
一
一
下
刑
集
五
・
一
一
＝
一
二
・
一
一
六
六
﹇
不
法
出
国
事
件
﹈
は
、
旅
券
に
出
国
の
証
印
を
受
け
な
い
で
、
北
朝
鮮
に
向
け
て
出

国
し
た
行
為
に
つ
い
て
、
警
察
当
局
の
承
認
が
あ
っ
た
と
信
ず
べ
き
事
情
が
あ
る
な
ど
、
出
国
も
や
む
を
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

密
出
国
（
出
入
国
管
理
令
違
反
事
件
）
は
期
待
可
能
性
が
な
い
し
、
仮
に
被
告
人
に
違
法
の
認
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
事
情
下
で

は
期
待
可
能
性
が
な
か
っ
た
と
し
て
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
控
訴
審
で
あ
る
広
島
高
裁
松
江
支
部
判
決
昭
和
四
六
・
四
・

三
刑
月
三
・
四
・
四
八
三
は
、「
一
般
に
犯
罪
を
お
か
そ
う
と
す
る
者
が
共
犯
者
よ
り
そ
の
費
用
や
対
価
を
受
領
し
、
準
備
を
完
了
し
た
か

ら
と
い
っ
て
右
犯
行
を
思
い
と
ど
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
が
不
可
能
で
あ
る
と
な
し
得
な
い
こ
と
は
多
く
言
を
ま
た
な
い
」
と
し
て
、

原
判
決
を
破
棄
し
た
。
一
宮
簡
裁
判
決
昭
和
四
八
・
一
二
・
二
二
判
時
七
三
九
・
一
三
七
﹇
無
免
許
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
事
件
﹈
は
、

〔
高
校
卒
業
直
後
か
ら
神
経
科
病
院
に
検
査
助
手
と
し
て
就
職
し
た
被
告
人
が
、
病
院
長
、
事
務
長
の
指
示
に
よ
り
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
技
術

の
習
得
に
専
念
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
は
自
分
が
主
と
な
っ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
業
務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
き
、「
診
療
放
射
線
お
よ
び

診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
法
二
四
条
」
違
反
に
問
わ
れ
た
事
案
〕
に
つ
き
、
病
院
長
、
事
務
長
等
か
ら
は
、
右
撮
影
に
つ
い
て
資
格
が
必
要

で
あ
る
旨
の
説
明
が
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
点
を
疑
問
と
し
て
問
い
た
だ
し
た
被
告
人
に
対
し
、「
医
師
の
監
督
管
理
・
指
示
に
よ
る

の
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
い
た
と
き
は
、
そ
れ
以
上
に
調
査
研
究
し
て
適
法
行
為
に
出
る
べ
き
こ
と
を
期
待
す
る
の

北研 52 (1・66) 66

論 説



は
酷
に
過
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、期
待
可
能
性
が
な
い
と
し
て
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。
い
ず
れ
の
判
決
も
期
待
可
能
性
を
違
法
性
の
意
識（
の

可
能
性
）
が
な
い
こ
と
と
の
関
連
で
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
最
高
裁
判
と
の
抵
触
を
避
け
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
（
561
）。

Ｅ

期
待
可
能
性
に
関
す
る
錯
誤

期
待
可
能
性
に
関
す
る
錯
誤
に
は
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
期
待
不
可
能
性
を
肯
定

す
る
よ
う
な
事
実
が
実
際
に
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
者
に
そ
の
認
識
が
欠
け
る
場
合
で
あ
る
（
消
極
的
錯
誤
）。
こ
の
よ
う
な

事
実
は
、
行
為
者
の
認
識
・
意
欲
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
期
待
可
能
性
に
と
っ
て
重
要
な
動
機
づ
け
状

況
が
生
じ
え
な
い
、
つ
ま
り
、
行
為
者
に
は
心
理
的
圧
迫
状
態
が
欠
け
る
の
で
、
免
責
は
さ
れ
な
い
。
せ
い
ぜ
い
量
刑
に
お
い
て
考
慮
さ

れ
る
に
過
ぎ
な
い
（
562
）。

そ
の
二
は
、
期
待
不
可
能
性
を
肯
定
す
る
よ
う
な
事
実
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
誤
認
し
た
場
合
で
あ
る
（
積
極
的
錯

誤
）。
責
任
説
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
錯
誤
の
場
合
、
そ
の
錯
誤
が
避
け
え
た
場
合
に
は
責
任
を
阻
却
し
な
い
が
、
そ
の
錯
誤
が
避

け
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
責
任
を
阻
却
す
る
と
主
張
さ
れ
る
（
563
）。
故
意
説
の
立
場
か
ら
は
、
期
待
可
能
性
を
故
意
の
内
容
と
す
る
と
き
、
誤

認
そ
の
も
の
が
不
可
避
で
あ
っ
た
と
き
、全
体
と
し
て
期
待
可
能
性
が
阻
却
さ
れ
、し
た
が
っ
て
、故
意
が
阻
却
さ
れ
る
と
主
張
さ
れ
る
が
（
564
）、

こ
れ
に
対
し
て
、
期
待
可
能
性
が
客
観
的
責
任
要
素
で
あ
っ
て
、
心
理
的
責
任
要
素
と
し
て
の
責
任
故
意
と
並
列
す
る
責
任
要
素
で
あ
る

と
解
す
る
と
き
、
行
為
者
が
そ
の
よ
う
な
錯
誤
に
陥
っ
た
こ
と
が
期
待
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
真
に
止
む
を
得
な
い
場

合
に
か
ぎ
っ
て
、
期
待
可
能
性
の
欠
如
に
基
づ
く
責
任
の
阻
却
を
認
め
る
と
主
張
さ
れ
る
（
565
）。
期
待
可
能
性
を
失
わ
せ
る
事
実
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
誤
認
し
た
場
合
も
、
期
待
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
期
待
不
可
能
性
を
肯
定
す
る

よ
う
な
客
観
的
事
情
が
あ
る
と
き
で
も
、
そ
れ
が
行
為
者
に
及
ぼ
す
心
理
的
圧
迫
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
期
待
可
能
性
が
否
定
さ
れ
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る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
か
か
る
事
情
が
な
く
と
も
あ
る
と
誤
信
し
た
場
合
も
、
錯
誤
に
よ
っ
て
心
理
的
圧
迫
状
態
に
陥
っ
た

こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
錯
誤
に
陥
っ
て
い
な
い
者
と
同
じ
く
期
待
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
（
566
）。
例
え
ば
、〔
原
動
機
付
自
転
車

を
運
転
し
て
い
た
甲
が
不
注
意
意
に
も
自
転
車
で
走
行
し
て
い
た
乙
と
衝
突
し
、
両
者
と
も
転
倒
し
た
。
甲
は
、
意
識
朦
朧
と
し
た
状
態

で
立
ち
上
が
っ
た
と
き
、
自
分
が
重
傷
を
負
っ
た
と
思
っ
た
の
で
、
重
傷
の
乙
の
面
倒
を
見
る
こ
と
な
く
、
即
座
に
病
院
に
向
か
っ
た
。

診
断
の
結
果
、
甲
は
か
す
り
傷
を
負
っ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
甲
は
乙
を
救
護
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
期
待
も
で

き
た
（
567
）〕
と
い
う
場
合
、
不
救
護
罪
（
道
交
法
第
七
二
条
前
段
、
同
第
一
一
七
条
第
二
項
）
の
成
立
は
期
待
可
能
性
が
欠
け
る
た
め
否
定
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
期
待
不
可
能
性
の
故
に
故
意
犯
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
錯
誤
に
陥
っ
た
こ
と
に
過
失
が
あ
れ
ば
、

過
失
犯
規
定
の
存
在
を
前
提
に
、
過
失
犯
の
成
立
が
肯
定
さ
れ
る
（
568
）。
こ
の
場
合
、
錯
誤
に
陥
っ
た
こ
と
の
過
失
は
、
過
失
犯
の
構
成
要
件

に
関
係
し
て
い
る
の
で
な
く
、
本
来
故
意
犯
で
問
題
と
な
る
免
責
事
態
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
不
法
帰
属
と
責
任
帰
属
が
分
離

す
る
の
で
あ
る
（
569
）。

4

構
成
要
件
要
素
と
し
て
の
故
意
と
責
任
要
素
と
し
て
の
故
意
（
故
意
の
二
重
の
地
位
）

人
的
不
法
論
で
は
、
故
意
は
構
成
要
件
の
一
部
を
な
す
の
で
、
主
観
的
構
成
要
件
要
素
と
も
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
故
意
は
責
任
に
も

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
故
意
に
は
二
重
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
重
の
地
位
と
い
う
の
は
、
故
意
を
犯
罪

概
念
の
異
な
っ
た
段
階
に
分
割
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
人
的
不
法
論
の
意
味
で
構
成
要
件
に
お
い
て
、
古
典
的

又
は
新
古
典
的
犯
罪
論
の
意
味
で
責
任
に
お
い
て
故
意
を
二
重
に
検
証
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
新
古
典
的
犯
罪
論
が
故
意
を
責
任

に
、
超
過
的
内
心
傾
向
を
構
成
要
件
に
配
分
す
る
こ
と
も
故
意
の
二
重
の
地
位
と
は
関
係
な
く
、
そ
の
理
論
的
一
貫
性
の
な
さ
を
表
し
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
（
570
）。
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故
意
の
二
重
の
地
位
と
い
う
の
は
、
行
為
者
の
意
識
現
象
を
理
論
的
に
分
割
す
る
こ
と
と
関
係
す
る
。
認
識
心
理
学
的
に
見
る
と
、
意

思
活
動
は
そ
の
諸
原
因
が
行
為
者
に
あ
り
、
行
為
者
も
こ
の
諸
原
因
を
多
か
れ
少
な
か
れ
認
識
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
出
立
す
る
と
、
不

法
に
お
け
る
行
為
無
価
値
の
心
理
的
担
い
手
（
意
思
活
動
な
い
し
行
為
制
禦
）
と
し
て
の
故
意
、
つ
ま
り
、
存
在
関
係
的
、
価
値
自
由
の

意
思
制
禦
と
、
責
任
に
お
け
る
心
情
的
無
価
値
の
心
理
的
担
い
手
（
意
思
形
成
な
い
し
動
機
制
禦
）
と
し
て
の
故
意
が
区
別
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
法
で
は
、
故
意
は
行
為
制
禦
と
し
て
、
責
任
で
は
、
こ
の
故
意
の
発
生
（
意
思
形
成
）
が
評
価
の
対
象
と
な
る
（
571
）。

責
任
と
い
う
の
は
故
意
行
為
へ
向
か
う
動
機
制
禦
と
ま
さ
に
こ
の
心
情
無
価
値
と
し
て
の
意
思
形
成
の
評
価
に
か
か
わ
る
か
ら
（
期
待
可

能
性
）、
故
意
は
故
意
犯
に
お
い
て
当
然
責
任
の
独
自
の
要
素
で
あ
る
。
動
機
制
禦
で
は
、
個
人
・
主
観
的
状
況
か
ら
出
立
し
て
、「
な
ぜ

行
為
者
は
そ
れ
を
意
欲
し
た
の
か
」
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
行
為
制
禦
と
し
て
の
構
成
要
件
的
故
意
、
つ
ま
り
、「
な
に
を
行
為
者
は

意
欲
す
る
の
か
」
に
先
行
し
て
生
じ
、
責
任
検
証
の
基
礎
と
な
る
。
行
為
制
禦
と
い
う
の
は
、
外
に
向
け
ら
れ
た
、
そ
の
発
生
か
ら
区
別

で
き
る
意
思
活
動
現
象
な
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
動
機
の
調
査
結
果
が
客
観
的
規
準
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
。
動
機
制
禦
、
結
果
に
向
か

う
行
為
制
禦
、
そ
し
て
、
非
難
可
能
性
と
い
う
こ
の
機
能
的
連
関
に
お
い
て
故
意
犯
に
お
け
る
責
任
は
真
性
の
故
意
責
任
で
あ
る
（
572
）。
こ
の

意
味
で
故
意
は
二
重
の
地
位
を
占
め
る
（
573
）。
故
意
は
結
果
へ
の
方
向
付
け
を
与
え
る
行
為
不
法
の
本
質
だ
け
で
な
く
、
出
所
源
の
責
任
の
本

質
も
特
徴
づ
け
る
。
不
法
構
成
要
件
に
お
け
る
主
観
的
行
為
態
様
は
責
任
に
単
に
反
映
す
る
だ
け
で
な
く
、責
任
を
直
接
に
特
徴
づ
け
る
。

故
意
の
種
類
（
目
的
的
故
意
、
確
定
的
故
意
、
単
純
故
意
及
び
未
必
の
故
意
）
は
心
情
無
価
値
の
等
級
付
け
に
繋
が
る
。
存
在
の
認
識
に

関
わ
る
構
成
要
件
的
故
意
が
当
為
の
認
識
に
関
わ
る
責
任
能
力
の
前
に
検
証
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
責
任
要
素
と
し
て
の

故
意
は
、
構
成
要
件
的
故
意
と
は
異
な
り
、
責
任
能
力
の
存
在
を
前
提
と
す
る
（
574
）。

こ
の
こ
と
は
、
故
意
が
責
任
に
お
い
て
改
め
て
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
構
成
要
件
的
故
意
、
責
任
能
力
、
不
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法
の
意
識
の
存
在
が
肯
定
さ
れ
る
と
、
通
常
の
場
合
、
故
意
責
任
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
故
意
の
二
重
の
地
位
は
体

系
的
観
点
か
ら
す
る
と
責
任
概
念
の
絶
対
に
必
要
な
要
石
で
あ
る
。
免
責
緊
急
避
難
で
は
、
故
意
不
法
は
残
る
が
、
故
意
責
任
が
な
く
な

る
。
故
意
の
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
場
合
、
故
意
に
招
来
さ
れ
る
責
任
無
能
力
を
利
用
し
て
犯
罪
行
為
を
行
お
う
と
す
る
故
意
が

生
ず
る
と
き
、
こ
の
故
意
の
成
立
は
責
任
無
能
力
と
非
難
可
能
な
連
関
に
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
場
合
、
故
意
は
責
任
能
力
あ
る
時
点
で
独

自
に
検
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
正
当
化
事
由
の
事
実
的
前
提
の
錯
誤
（
違
法
性
阻
却
事
由
の
錯
誤
）
が
責
任
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
行
為

者
に
は
違
法
性
の
意
識
が
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
構
成
要
件
的
故
意
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
故
意
犯
で
な
く
、
過
失
犯

で
処
罰
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
不
法
へ
の
動
機
づ
け
が
故
意
責
任
の
心
情
無
価
値
に
相
応
し
な
い
か
ら
で
あ
る
（
575
）。

5

構
成
要
件
要
素
と
し
て
の
過
失
と
責
任
要
素
と
し
て
の
過
失
（
過
失
の
二
重
の
地
位
）

過
失
と
い
う
の
は
、
単
な
る
責
任
形
態
で
な
く
、
不
法
の
要
素
と
責
任
の
要
素
か
ら
成
る
独
自
の
可
罰
類
型
で
あ
る
こ
と
は
今
日
一
般

に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
通
説
は
、
客
観
的
注
意
義
務
違
反
を
不
法
要
素
と
し
て
理
解
し
、
主
観
的
注
意
義
務
違
反
を
責
任
要

素
と
捉
え
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
主
観
的
注
意
義
務
違
反
は
、
新
古
典
的
犯
罪
概
念
と
は
異
な
り
、
客
観
的
注
意
義
務
違
反
と
並
ん

で
構
成
要
件
に
、
し
た
が
っ
て
不
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
客
観
的
注
意
義
務
は
洞
察
力
の
あ
る
、
慎
重
な
人
間
と
い
う
規

準
か
ら
生
ず
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
行
為
者
の
個
人
的
当
為
を
徴
表
す
る
に
す
ぎ
ず
、
精
神
的
及
び
身
体
的
状
況
か
ら
こ
れ
に
従
う
こ
と

の
で
き
な
い
具
体
的
行
為
者
へ
の
義
務
づ
け
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
不
可
能
は
義
務
づ
け
ず
（
ultra
posse
nem
o
obli-

gatur）」、
つ
ま
り
、「
汝
で
き
る
と
き
、
汝
な
す
べ
し
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
可
能
性
は
期
待
可
能
性
と
は
関
係
が
な
い
。
客
観

的
な
、
一
般
的
拘
束
力
の
あ
る
注
意
義
務
に
基
づ
く
一
般
的
禁
止
は
、
規
範
名
宛
人
が
そ
れ
を
自
己
の
精
神
的
、
身
体
的
可
能
性
に
従
っ

て
実
際
に
実
行
可
能
な
場
合
に
だ
け
効
果
的
な
、
特
別
の
義
務
に
な
る
。
主
観
的
注
意
義
務
と
い
う
の
は
、
行
為
者
の
一
身
専
属
的
能
力

北研 52 (1・70) 70

論 説



に
応
じ
た
客
観
的
注
意
義
務
の
個
別
化
に
資
す
る
の
で
あ
り
、
客
観
的
注
意
義
務
を
修
正
・
補
充
し
、
微
調
整
す
る
の
で
あ
る
（
576
）。
主
観
的

注
意
義
務
違
反
と
責
任
無
能
力
を
区
別
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
が
、
前
者
が
因
果
関
係
な
ど
の
現
実
の
連
関
を
認
識
す
る
行

為
者
の
能
力
に
関
係
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
事
態
を
不
法
と
し
て
弁
識
す
る
、
つ
ま
り
、
既
に
正
し
く
認
識
さ
れ
た
又
は
少
な
く
と
も

認
識
可
能
な
構
成
要
件
実
現
を
不
法
と
評
価
す
る
行
為
者
の
知
的
能
力
に
関
係
す
る
（
577
）。

主
観
的
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
否
か
が
構
成
要
件
で
検
証
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
故
意
と
の
比
較
か
ら
も
云
え
る
こ
と
で
あ
る
。

故
意
は
主
観
的
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
。
過
失
犯
に
お
け
る
存
在
次
元
へ
の
行
為
者
の
個
人
的
能
力
と
い
う
の
は
、結
果
回
避
に
関
し
て
、

犯
罪
理
論
体
系
上
、
故
意
犯
に
お
け
る
結
果
招
来
へ
の
行
為
者
の
認
識
・
意
欲
に
よ
る
行
為
制
禦
と
同
じ
機
能
を
有
し
て
い
る
。
そ
う
す

る
と
、
主
観
的
注
意
義
務
違
反
も
主
観
的
構
成
要
件
要
素
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
実
際
、
未
必
の
故
意
と
認
識
の
あ
る
過
失
の
区
別
は
認

識
面
で
は
な
く
意
欲
面
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
区
別
が
流
動
的
で
あ
る
と
き
、
未
必
の
故
意
は
構
成
要
件
要
素
で
あ
り
、
認
識
の
あ
る
過

失
は
責
任
要
素
で
あ
る
と
す
る
の
は
理
解
し
が
た
い
。
両
者
と
も
に
行
為
制
禦
の
形
態
で
あ
り
、
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
。
認
識
の
あ
る

過
失
が
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
な
ら
、
認
識
の
な
い
過
失
も
構
成
要
件
要
で
あ
る
（
578
）。
主
観
的
注
意
義
務
違
反
は
責
任
能
力
と
は
関
係
が
な

い
。
前
者
は
存
在
次
元
に
関
係
す
る
が
、
後
者
は
不
法
弁
識
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
価
値
関
係
的
能
力
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

過
失
犯
の
構
成
要
件
で
は
、
客
観
的
構
成
要
件
に
客
観
的
注
意
違
反
の
行
為
と
結
果
の
招
来
が
含
ま
れ
、
主
観
的
構
成
要
件
に
主
観
的

注
意
義
務
違
反
の
行
為
が
含
ま
れ
る
。
構
成
要
件
該
当
性
を
限
定
す
る
機
能
を
有
す
る
結
果
の
客
観
的
帰
属
で
は
、
相
当
性
連
関
、
危
険

連
関
及
び
適
法
代
替
行
為
が
問
題
と
な
る
。
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故
意
犯
に
お
い
て
は
、
価
値
自
由
の
存
在
次
元
に
関
係
す
る
犯
罪
基
礎
づ
け
要
素
は
す
べ
て
構
成
要
件
に
属
し
、
価
値
関
係
的
要
素
は

す
べ
て
責
任
に
属
す
る
。
過
失
犯
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
妥
当
す
る
。
責
任
に
お
い
て
は
、責
任
能
力
、不
法
の
意
識
及
び
注
意
に
適
っ

た
期
待
可
能
性
が
問
題
と
な
る
。
認
識
の
あ
る
過
失
で
は
、
行
為
者
は
危
険
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
不
法
の
意
識
を
も
ち
う

る
の
だ
が
、
認
識
の
な
い
過
失
で
は
当
然
の
こ
と
だ
が
潜
在
的
不
法
の
意
識
し
か
存
在
し
得
な
い
。
構
成
要
件
実
現
の
危
険
を
認
識
し
て

い
な
い
者
は
法
的
評
価
も
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
認
識
の
な
い
過
失
行
為
者
が
自
己
の
義
務
違
反
を
知
っ
た

な
ら
ば
、
違
法
に
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
（
579
）。

期
待
可
能
性
は
動
機
制
禦
の
欠
陥
、
つ
ま
り
、
心
情
無
価
値
に
関
わ
る
。
期
待
可
能
性
は
、
行
為
者
が
客
観
的
注
意
義
務
を
そ
の
精
神

的
、
身
体
的
能
力
か
ら
遵
守
で
き
た
が
、
特
別
の
事
情
の
た
め
に
そ
の
不
遵
守
が
非
難
で
き
な
い
場
合
に
問
題
と
な
る
。
認
識
の
な
い
過

失
で
は
、
先
ず
、
行
為
者
に
そ
の
客
観
的
注
意
義
務
違
反
の
行
為
を
認
識
す
る
た
め
に
主
観
的
注
意
を
払
う
こ
と
が
期
待
で
き
た
か
否
か
、

次
い
で
、
行
為
者
に
客
観
的
注
意
義
務
違
反
の
認
識
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
行
為
を
中
止
で
き
た
か
否
か
が
問
わ
れ
る
。
認
識
の
あ

る
過
失
で
は
、
後
者
だ
け
が
問
わ
れ
る
（
580
）。
故
意
犯
の
場
合
と
は
異
な
り
、
過
失
犯
で
は
、
期
待
可
能
性
は
独
自
の
積
極
的
責
任
要
素
と
見

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
故
意
犯
で
は
一
般
的
に
期
待
可
能
性
が
推
定
で
き
る
の
で
、
期
待
可
能
性
は
消
極
的
に
免
責
事
由
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
が
、
過
失
犯
で
は
期
待
可
能
性
が
一
般
的
に
推
定
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
581
）。

過
失
の
二
重
の
地
位
と
い
う
の
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
行
為
の
客
観
的
部
分
が
構
成
要
件
に
、
行
為
の
主
観
的
部
分
が
責
任
に

属
す
る
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
る
と
、
客
観
的
注
意
義
務
違
反
と
い
う
行
為
不
法
が
不
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
主
観
的
注
意
義
務
違
反
が

責
任
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
過
失
は
先
ず
所
為
に
関
連
し
た
行
為
不
法
の
担
い
手
で
あ
り
、
責
任
に
お
い
て
行
為
の
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心
情
無
価
値
の
担
い
手
で
も
あ
る
。
後
者
が
期
待
可
能
性
と
い
う
独
自
の
規
範
的
責
任
要
素
の
基
礎
を
な
す
。
期
待
可
能
性
は
、
行
為
者

に
責
任
能
力
と
不
法
の
意
識
の
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
思
慮
か
ら
注
意
深
い
行
為
へ
の
動
機
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
い
う
動

機
制
禦
に
関
係
す
る
（
582
）。

注（
521
）
Steininger,(Fn.1),15.K
ap
Rn
1.

な
お
、
厳
密
に
云
う
と
、
責
任
前
提
要
件
で
あ
る
不
法
関
係
的
心
理
学
的
要
素
（
責
任
能
力
、
不
法
の
意
識
）
が
欠
如
し
て
い
る
場
合
を
責
任
阻
却

（
Schuldausschluss）、
規
範
的
責
任
要
素
で
あ
る
期
待
可
能
性
が
な
い
場
合
を
免
責
（
Entschuldigung）
と
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
V
gl.R
.M
oos,

Salzburger
K
om
m
entar
zum
Strafgesetzbuch,2005,§
10
Rn
36.

ロ
ク
ス
イ
ー
ン
は
免
責
事
由
を
責
任
の
領
域
か
ら
は
ず
す
。「
免
責
事
由
」
の
前
提
要
件
に
当
る
行
為
を
す
る
者
は
、
そ
れ
で
も
有
責
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
行
為
者
が
処
罰
さ
れ
る
必
要
が
な
い
の
は
、
予
防
の
必
要
性
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
特
殊
の
例
外
的
事
情
に
基
づ
く
と
、
再
犯
の
危
険

性
も
な
い
し
、
一
般
の
人
々
の
目
に
は
規
範
妥
当
性
も
害
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
C.R
oxin,Zur
Problem
atik
des
Schuldstrafrechts,ZStW

96(1984),641ff.,655;ders.,(Fn.8),§
19Rn
3ff.免
責
事
由
を
責
任
か
ら
は
ず
す
と
い
う
の
は
説
得
力
に
欠
け
る
。
免
責
事
由
が
予
防
の
考
慮
に
基
づ
い

て
い
る
に
し
て
も
、
免
責
事
由
に
と
っ
て
決
定
的
な
規
準
は
、
こ
れ
に
当
る
と
行
為
者
は
刑
法
的
非
難
を
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
免
責
事
由
は
、
責
任
能
力
と
不
法
の
意
識
が
検
証
さ
れ
る
の
と
同
じ
犯
罪
理
論
構
造
の
段
階
で
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
V
gl.T
riffterer,

(Fn.3),12.K
ap
Rn
129.

（
522
）
團
藤
（
注
238
）
三
二
六
頁
以
下
。

（
523
）
木
村
（
注
65
）
三
二
九
頁
、
同
『
犯
罪
論
の
新
構
造

上
』
一
九
六
六
年
・
四
五
二
頁
。

（
524
）
木
村
「
期
待
可
能
性
」（
木
村
亀
二
編
『
法
律
学
演
習
講
座
・
刑
法
』
所
収
・
一
九
五
五
年
）
一
二
〇
頁
。

（
525
）
八
木
國
之
「
期
待
可
能
性
論
の
運
用
と
体
系
的
地
位
と
機
能
」『
刑
事
法
学
の
基
本
問
題
（
上
）』（
木
村
亀
二
博
士
還
暦
）
一
九
五
八
年
・
五
五
六
頁
以
下
。

（
526
）
平
野
（
注
1
）
二
七
八
頁
。

（
527
）
な
お
、
内
田
（
注
263
。
刑
法
Ｉ
。）
二
五
二
頁
は
、
期
待
可
能
性
の
犯
罪
論
体
系
上
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
部
分
（
平
均
人
一
般
に
対
す
る
期
待
可
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能
性
）
は
違
法
論
の
問
題
で
あ
り
、
き
わ
め
て
例
外
的
な
場
合
（
当
該
「
行
為
者
」
に
対
し
て
の
み
適
法
行
為
を
期
待
し
え
な
い
場
合
）
に
、
理
論
上
は
、

責
任
阻
却
事
由
（
超
法
規
的
責
任
阻
却
、
な
い
し
実
質
的
責
任
な
し
）
と
し
て
の
「
期
待
可
能
性
不
存
在
」
を
認
め
、
こ
の
限
り
で
、
期
待
可
能
性
は
責
任

要
素
た
り
う
る
と
論
ず
る
。

（
528
）
瀧
川
幸
辰
『
犯
罪
論
序
説
』﹇
改
訂
版
﹈
一
九
四
七
年
・
一
〇
八
頁
、
一
三
四
頁
、
一
四
一
頁
、
小
野
清
一
郎
『
新
訂
刑
法
講
義
・
総
論
』﹇
増
補
版
﹈
一

九
五
〇
年
・
一
五
六
頁
、
一
七
六
頁
、
團
藤
（
注
238
）
三
二
四
頁
、
三
四
七
頁
。

（
529
）
内
藤
（
注
268
）
一
二
〇
三
頁
、
中
森
喜
彦
「
期
待
可
能
性
」（『
刑
法
基
本
講
座

第
三
巻

違
法
論
／
責
任
論
』
所
収
・
一
九
九
四
年
）
二
七
七
頁
以
下
、

二
八
〇
頁
。

（
530
）
大
塚
（
注
242
）
四
一
八
頁
。

（
531
）
中
森
（
注
529
）
二
八
〇
頁
。

（
532
）
内
藤
（
注
268
）
一
二
〇
三
頁
以
下
。

（
533
）
佐
伯
（
注
460
）
二
八
三
頁
、
中
山
研
一
『
刑
法
総
論
』
一
九
八
二
年
・
三
八
九
頁
。
な
お
、
平
野
（
注
391
）
二
五
八
頁
、
二
七
一
頁
以
下
、
中
森
（
注
529
）

二
八
二
頁
以
下
。

（
534
）
山
中
敬
一
『
刑
法
総
論
』﹇
第
二
版
﹈
二
〇
〇
八
年
・
六
八
四
頁
以
下
。

（
535
）
参
照
、
吉
田
敏
雄
『
刑
法
理
論
の
基
礎
』﹇
第
三
版
﹈
二
〇
一
三
年
・
四
〇
九
頁
以
下
。

（
536
）
大
塚
（
注
242
）
四
七
八
頁
、
團
藤
（
注
238
）
三
二
九
頁
、
内
田
（
注
263
。
刑
法
Ｉ
）
二
五
三
頁
以
下
、
大
谷
（
注
1
）
三
六
〇
頁
以
下
、
曽
根
（
注
267
）

一
六
一
頁
。

（
537
）
團
藤
（
注
238
）
三
二
九
頁
。

（
538
）
参
照
、
内
藤
（
注
268
）
一
二
〇
六
頁
、
川
端
（
注
278
）
四
四
四
頁
以
下
。

（
539
）
大
塚
（
注
242
）
四
七
九
頁
。
な
お
、
香
川
（
注
465
）
二
七
八
頁
は
、
行
為
者
標
準
説
を
基
本
と
す
る
が
、
刑
法
の
軟
骨
化
を
避
け
る
た
め
に
、「
違
法
な
行

為
に
で
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
よ
う
な
事
情
そ
の
も
の
は
一
般
的
に
決
定
す
る
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
事
情
の
も
と
に
お
い
て
、
な
お
行
為
者
は
そ
れ
以
外
の

行
為
に
で
る
こ
と
が
、
果
た
し
て
不
可
能
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
行
為
者
自
身
に
お
い
て
判
断
す
る
ほ
か
な
い
」
と
論
ず
る
。

（
540
）
参
照
、
内
藤
（
注
268
）
一
二
〇
七
頁
。

（
541
）
上
田
重
正
「
期
待
可
能
性
」（『
刑
法
講
座
三
巻
』
所
収
・
一
九
六
三
年
）
一
八
頁
以
下
、
二
七
頁
。
内
藤
（
注
268
）
一
二
一
一
頁
以
下
（
修
正
さ
れ
た
行

為
者
標
準
説
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
類
型
的
行
為
事
情
標
準
説
を
併
せ
用
い
る
）。
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（
542
）
西
原
（
注
93
）
四
八
一
頁
、
藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
総
論
』
一
九
七
五
年
・
二
二
六
頁
、
福
田
（
注
247
）
二
二
一
頁
、
川
端
（
注
278
）
四
四
七
頁
以
下
、

同
「
期
待
可
能
性
」（『
現
代
刑
法
講
座

第
二
巻

違
法
と
責
任
』
所
収
・
一
九
七
九
年
）
二
三
七
頁
以
下
、
二
四
九
頁
。
平
均
人
標
準
説
的
表
現
を
用
い

た
判
例
に
、
東
京
高
判
昭
和
二
三
・
一
〇
・
一
六
高
刑
集
一
・
追
録
一
八
﹇
亜
鉛
鍍
鉄
板
闇
取
引
事
件
﹈「
一
般
普
通
人
」、
東
京
高
判
昭
和
二
八
・
四
・
六

﹇
肥
料
公
団
業
務
上
横
領
事
件
﹈「
通
常
人
」。
な
お
、
福
岡
高
判
昭
和
二
四
・
三
・
一
七
刑
集
一
〇
・
一
二
・
一
六
二
六
﹇
三
友
炭
坑
ピ
ケ
事
件
﹈（「
一
般
通

念
」
に
よ
り
期
待
可
能
と
は
認
め
難
く
、
罪
責
を
負
わ
せ
る
の
は
「
条
理
上
」
相
当
と
は
い
え
な
い
）。

（
543
）
参
照
、
中
山
（
注
533
）
三
九
六
頁
（
注
1
）、
内
藤
（
注
268
）
一
二
〇
八
頁
、
川
端
（
注
278
）
四
四
七
頁
。

（
544
）
木
村
（
注
65
）
三
〇
五
頁
以
下
。

（
545
）
植
松
正
『
再
訂
刑
法
概
論
Ｉ
総
論
』﹇
第
八
版
﹈
一
九
七
四
年
・
二
〇
七
頁
。

（
546
）
参
照
、
内
藤
（
注
268
）
一
二
〇
九
頁
。

（
547
）
平
場
安
治
『
刑
法
総
論
講
義
』
一
九
六
一
年
・
一
一
三
頁
以
下
。

（
548
）
瀧
川
幸
辰
「
期
待
可
能
性
の
理
論
」（『
刑
事
法
講
座

第
二
巻
』
所
収
・
一
九
五
二
年
）
二
七
六
頁
、
川
端
（
注
278
）
四
四
五
頁
、
同
（
注
542
）
二
四
九

頁
、
植
松
（
注
545
）
二
〇
六
頁
。

（
549
）
平
野
（
注
391
）
二
七
八
頁
。

（
550
）
佐
伯
千
仭
、
米
田
泰
邦
「
期
待
可
能
性
」（『
綜
合
判
例
研
究
叢
書
・
刑
法
二
二
』
一
九
六
四
年
）
二
九
六
頁
。
中
山
（
注
533
）
三
九
五
頁
、
三
九
六
頁
（
注

3
）。

（
551
）
佐
伯
／
米
田
（
注
550
）
二
九
七
頁
。

（
552
）
佐
伯
／
米
田
（
注
550
）
二
九
七
頁
。

（
553
）
佐
伯
／
米
田
（
注
550
）
二
九
八
頁
。

（
554
）
瀧
川
（
注
548
）
二
七
六
頁
。

（
555
）
佐
伯
／
米
田
（
注
550
）
二
九
八
頁
以
下
。

（
556
）
佐
伯
（
注
460
）
二
九
〇
頁
。
参
照
、
山
中
（
注
147
）
六
八
四
頁
「
期
待
可
能
性
は
、
可
罰
的
責
任
阻
却
・
減
少
事
由
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
、
具
体
的
な
行
為
事
情
の
も
と
で
、
行
為
者
の
適
法
行
為
の
期
待
可
能
性
と
処
罰
の
必
要
性
と
の
相
関
関
係
の
中
で
、
規
範
的
・
可
罰
的
評
価

の
観
点
か
ら
の
類
型
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。『
行
為
事
情
の
類
型
的
把
握
』
そ
の
も
が
問
題
で
は
な
く
、
規
範
的
・
可
罰
的
評
価
の
類
型
化
が
必
要

な
の
で
あ
る
」。
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（
557
）
参
照
、
林
（
注
418
）
三
三
八
頁
以
下
。

（
558
）
R
.M
oos,D
er
Begriffder
„geringen
Schuld‶
in
§
42
StGB,in:Platzgum
m
er-FS,71
ff.,93
FN
75;Steininger,(Fn.1),12.K
ap
Rn
323.

（
559
）
Steininger,(Fn.1),12.K
ap
Rn
17;M
oos,(Fn.1),§
4
Rn
81.

（
560
）
こ
の
大
審
院
判
決
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
期
待
可
能
性
理
論
の
展
開
の
契
機
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
有
名
な
一
八
九
七
年
三
月
二
三
日
の
「
暴
れ
馬
事
件
」

判
決
（
RGSt30,25）
と
似
て
い
る
。
そ
の
馬
車
馬
は
尻
尾
を
手
綱
に
絡
ま
せ
る
悪
い
癖
が
あ
り
、
い
つ
事
故
を
起
こ
す
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

禦
者
は
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
雇
い
主
の
命
令
に
背
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
や
む
な
く
そ
の
馬
を
使
用
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
通
行
人
を
傷
つ
け
た
。

禦
者
は
、
注
意
す
れ
ば
そ
の
馬
が
事
故
を
起
こ
す
危
険
に
気
づ
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
気
づ
い
た
と
し
て
も
、
馬
の
使
用
を
断
れ
ば
職
と
パ
ン
を
失
う
心
配

が
あ
っ
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
期
待
可
能
性
が
な
い
と
し
て
こ
の
禦
者
を
無
罪
に
し
た
。

（
561
）
そ
の
外
、
高
知
地
判
昭
和
四
三
・
四
・
三
判
時
五
一
七
・
八
九
〔
被
告
人
は
公
安
委
員
会
の
許
可
を
受
け
ず
し
て
無
許
可
営
業
を
行
っ
た
と
い
う
事
案
〕

「
被
告
人
と
し
て
法
及
び
条
例
（
…
…
）
に
従
い
願
書
を
提
出
し
た
が
、
管
轄
署
が
許
可
を
必
要
と
し
な
い
と
指
示
し
た
以
上
、
被
告
人
に
更
に
許
可
を
得
る

べ
き
方
法
（
行
政
行
為
に
対
す
る
不
服
の
申
立
等
）
を
と
る
べ
き
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
か
る
場
合
結
果
に
お
い
て
無
許
可
営
業
を
な
し

た
か
ら
と
い
っ
て
刑
罰
を
も
っ
て
の
ぞ
む
こ
と
は
酷
で
あ
り
、
結
局
こ
の
場
合
違
法
性
の
認
識
の
欠
除
は
故
意
を
阻
却
す
る
特
例
と
し
て
是
認
す
べ
き
も
の

と
考
え
る
」。

（
562
）
Steininger,(Fn.1),12.K
ap
Rn
17;M
oos,(Fn.1),§
10
Rn
144.

（
563
）
福
田
（
注
247
）
二
二
五
頁
、
川
端
（
注
278
）
四
四
九
頁
。

（
564
）
團
藤
（
注
238
）
三
三
一
頁
。

（
565
）
大
塚
（
注
242
）
四
八
〇
頁
。

（
566
）
Steininger,(Fn.1),12.K
ap
Rn
17;M
oos,(Fn.521),§
10
Rn
145
f.な
お
、
適
法
行
為
の
期
待
可
能
性
を
否
定
す
る
事
実
が
存
在
し
な
い
の
に
存
在

す
る
と
誤
信
し
た
場
合
、
そ
の
誤
信
が
相
当
で
あ
れ
ば
責
任
を
阻
却
し
、
相
当
で
な
い
場
合
に
は
責
任
は
阻
却
さ
れ
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
妥
当
で
な

い
。
西
原
（
注
93
）
四
八
一
頁
、
石
堂
淳
「
責
任
阻
却
事
由
の
錯
誤
―
期
待
可
能
性
の
錯
誤
を
中
心
と
し
て
」（『
刑
法
基
本
講
座
三
』
所
収
・
一
九
九
四

年
）
三
一
七
頁
以
下
、
三
二
三
頁
。

（
567
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),Z
21
Rn
29.

（
568
）
M
oos,(Fn.521),§
10
Rn
146.佐
伯
（
注
460
）
二
八
一
頁
。

（
569
）
M
oos,(Fn.521),§
10
Rn
146.
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（
570
）
Steininger,(Fn.1),8.K
ap
Rn
19.

（
571
）
N
ow
akow
ski,(Fn.3),V
orbem
§§
3-5Rn
11「
無
価
値
の
決
意
は
外
へ
の
効
果
の
た
め
に
不
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
意
思
形
成
の
所
産
で
あ
っ
て
、
こ
の

意
思
形
成
と
の
関
連
で
は
責
任
で
あ
る
」。

（
572
）
M
oos,(Fn.1),§
4
Rn
114;Steininger,(Fn.1),8.K
ap
Rn
4,12.K
ap
Rn
17.

（
573
）
こ
れ
に
対
し
て
、
故
意
は
構
成
要
件
に
お
い
て
そ
の
任
務
を
果
た
し
、
不
法
を
備
え
て
責
任
に
反
映
さ
れ
の
で
、
独
自
の
責
任
要
素
と
し
て
は
位
置
づ
け

ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
の
が
、
R
.M
aurach,H
.Zipf,StrafrechtA
T
,Bd
1,8.A
ufl.,22.K
ap
Rn
6;T
riffterer,(Fn.3),6.K
ap
Rn
51;Fuchs,(Fn.4),

21.K
ap
Rn
7.

（
574
）
M
oos,(Fn.1),§
4
Rn
114.

（
575
）
M
oos,(Fn.1),§
4
Rn
114;ders.,Zum
Stand
der
österreichschen
V
erbrechenslehre
aus
der
Sichteiner
gem
einrechtlichen
T
radition:

ein
D
iskussiosbeitrag,ZStW
93
(1981),1023
ff.,1039;Jescheck/W
eigend,(Fn.1),§
41
IV
1
d.

正
当
化
事
由
の
錯
誤
の
理
論
的
位
置
づ
け
は
以
前
か
ら
「
争
い
の
種
」
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
若
干
の
学
説
を
見
る
に
と
ど
め
る
。
厳
格
責
任
説
に

よ
れ
ば
、
正
当
化
事
由
の
錯
誤
そ
れ
自
体
は
不
法
の
意
識
を
欠
如
さ
せ
る
に
過
ぎ
ず
、
故
意
に
影
響
を
与
え
な
い
の
で
、
禁
止
の
錯
誤
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

制
限
責
任
説
に
よ
れ
ば
、
正
当
化
事
由
の
錯
誤
は
構
成
要
件
的
錯
誤
と
は
異
な
る
が
、
構
造
的
に
は
こ
れ
と
似
て
い
る
の
で
、
故
意
の
不
法
が
認
め
ら
れ
ず
、

構
成
要
件
的
錯
誤
の
法
的
効
果
に
準
じ
て
扱
わ
れ
る
。
消
極
的
構
成
要
件
要
素
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
正
当
化
事
由
は
消
極
的
構
成
要
件
要
素
で
あ
り
、
正
当

化
事
由
を
誤
想
し
て
い
る
と
き
、
不
法
故
意
が
欠
如
す
る
。
こ
の
故
意
は
、
積
極
的
に
全
て
の
構
成
要
件
要
素
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
消
極
的
に
正
当

化
事
由
の
事
実
的
前
提
要
件
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
故
意
の
行
為
無
価
値
否
定
説
に
よ
れ
ば
、
行
為
者
の
法
、
不

法
に
関
す
る
表
象
は
、
正
当
化
事
由
を
誤
想
し
て
い
る
に
せ
よ
、
法
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
故
意
に
特
有
の
行
為
無
価
値
が
、
し
た
が
っ

て
又
結
果
無
価
値
を
帰
属
さ
せ
る
基
礎
が
欠
如
す
る
。
こ
の
錯
誤
が
過
失
に
基
づ
く
と
き
、
行
為
者
は
過
失
不
法
を
実
現
し
て
い
る
。
Fuchs,(Fn.4),20.

K
ap
Rn
12.本
説
に
対
し
て
は
、
正
当
化
事
由
を
誤
想
し
て
い
る
者
に
対
す
る
正
当
防
衛
が
許
さ
れ
な
く
な
る
と
の
批
判
が
あ
る
が
、
K
ienapfel/

H
öpfel/K
ert,(Fn.1),Z
19
Rn
5.こ
の
批
判
は
過
失
不
法
も
な
い
場
合
に
だ
け
妥
当
す
る
と
云
え
る
。
過
失
不
法
は
違
法
な
侵
害
を
前
提
に
正
当
防
衛
状

況
を
基
礎
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
Fuchs,(Fn.4),20.K
ap
Rn
13.

（
576
）
M
oos,(Fn.1),§
4Rn
119;T
riffterer,(Fn.3),13.K
ap
Rn
26「
通
説
に
依
れ
ば
、
規
範
の
定
立
は
、
名
宛
人
が
規
範
違
反
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
に
だ
け
意
味
を
も
つ
。
…
…
こ
の
出
立
点
は
犯
罪
構
造
に
お
け
る
主
観
的
義
務
違
反
の
位
置
づ
け
に
で
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ

の
出
立
点
は
人
間
の
不
完
全
な
性
質
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
立
法
者
も
そ
れ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」。
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な
お
、
責
任
は
、
法
的
に
保
護
さ
れ
た
価
値
と
結
び
つ
い
た
人
を
前
提
と
す
る
の
で
、
こ
の
個
別
化
の
故
に
、
行
為
者
の
身
体
的
、
精
神
的
（
知
的
）
能

力
は
主
観
的
注
意
義
務
違
反
を
否
定
し
う
る
も
の
の
、
性
格
の
欠
陥
（
思
い
や
り
の
な
さ
、
軽
率
、
無
頓
着
等
）
は
主
観
的
注
意
義
務
違
反
を
排
除
し
な
い
。

M
.
Burgstaller,
W
einer
K
om
m
entar
zum
Straggesetzbuch,
2.
A
ufl.,
2001,
§
6
Rn
92
ff.;
Fuchs,
(Fn.
4).
26.
K
ap
Rn
4;

K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),Z
25
Rn
24.

（
577
）
T
riffterer,(Fn.3),13.K
ap
Rn
56.

（
578
）
E
.Steininger,StrafrechtA
T
,Bd.2,2012,17.K
ap
Rn
10;M
oos,(Fn.1),§
4
Rn
121,126.

（
579
）
T
riffterer,(Fn.3),13.K
ap
Rn
62
f.;Steininger,(Fn.578),17.K
ap
Rn
49.

（
580
）
Burgstaller,(576),§
6Rn
102f.こ
れ
に
対
し
て
、
R
oxin,(Fn.8),§
19Rn
24「
行
為
者
の
心
情
と
い
う
も
の
は
行
為
者
の
認
識
の
あ
る
態
度
を
前
提

と
す
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
認
識
の
な
い
過
失
で
は
、
行
為
者
の
心
情
は
何
も
価
値
違
反
的
な
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
」。

（
581
）
T
riffterer,(Fn.3),13.K
ap
Rn
65;Steininger,(Fn.578),17.K
ap
Rn
52;K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),Z
26
Rn
23.

（
582
）
M
oos,(Fn.1),§
4
Rn
131.
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(1) Schuldfähigkeit
A. Bedeutung der Schuldfähigkeit und der vermindetern
Schuldfähigkeit

B. Das biologisch-psychologische Stockwerk
C. Das psychologisch-normative Stockwerk
D. Der Zeitpunkt des Vorliegens
E. Art der Feststellung
F. Rechtsfolgen

(2) Unrechtsbewusstsein
A. Definition
B. Entwicklungsstufen im deutschsprachigen Raum
C. Theorienstreit in Japan
D. Bezugspunkt und Inhalt
E. Bewusstseinsformen
F. Potentielles Unrechtsbewusstsein
G. Erkenntnisprobleme

(3) Verbotsirrtum
A. Allgemeines
B. Direkter Verbotsirrtum
C. Indirekter Verbotsirrtum

(4) Die Vorwerfbarkeit der Unrechtsunkenntnis
A. Inhalt und Grundlagen
B. Allgemine leichte Erkennbarkeit
C. Verletzung einer Erkundigungspflicht
D. Spezielle Konstelationen mangelunder Vorwerfbarkeit (Bd.51, Nr.4)

(5) Keine Entschuldigungsgründe
A. Übergesetzliche Schuldausscließungsgründe und Unzumutbarkeit
B. Stellung der Zumutbarkeit in der Schuldlehle
C. Maßstäbe der Unzumutbarkeit
D. Rechtsprechung
E. Irrtum über Unzumutbarkeit

(6) Vorsatz als Tatbestands- und Schuldmerkmal
(7) Fahrlässigkeit als Tatbestand- und Schuldmerkmal (Bd. 52, Nr. 1)
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dd. Merkel
f . Der Charakterschuld
g . Das Strafrecht ohne Schuld

(2) Österreich
A. Frühere Lehre
B. Der Schuldbegriff von heute
C. Die Zumutbarkeit als allgemeiner Entschuldigungsgrund

(3) Die Schweiz (Bd. 51, Nr. 1)
(4) Japan
A. Die charakterlistische Schuldlehre der modernen Schule
B. Die individualmoralische Schuldauffassungen
a . Die staatssittliche Schuldauffassung
b . Die Persönlichkeitsschuldauffassung

C. Die Einzeltatschuldauffassung
a . Fukuda Taira
b . Nishihara Haruo
c . Ohya Minoru
d . Uchida Fumiaki
e . Naito Ken
f . Eine Zwischenbilanz

D. Die nicht individualmoralische Schuldauffassungen
a . Kimura Kameji
b . Hirano Ryuichi
c . Horiuchi Shozo
f . Masuda Yutaka (Bd. 51, Nr. 2)

Drittes Kapitel Strafrecht, Rechtsschuld, Rechtsstrafe, Strafzumessung
und Außergerichtlicher Tatausgleich

(1) Strafrecht
(2) (Un)recht
(3) Die objektivierte, sozialethische Schuld als Rechtsschuld
A. Der Gehalt des Schuldbegriffs
B. Maßstab
C. Tatschuld und Täterschuld

(4) Rechtsstrafe
(5) Strafzumessung
A. Schuld als Maßprinzip für die Strafzumessung
B. Das Verhältnis der Schuld zur Prävention

(6) Außergerichtlicher Tatausgleich (Bd. 51, Nr. 3)
Viertes Kapitel Allgemeine Schuldmerkmale
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Schuld (7・Schluss)

Toshio YOSHIDA

Erstes Kapitel Schuldgrundsatz und Schuldbegriff
(1) Bedeutung des Schuldgrundsatzes
A. Strafbegründende, strafschützende und strafbegrenzende Funktion
B. Verfassungsrechtliche Absicherung

(2) Bedeutung des Schuldbegriffs
(3) Zur Problematik der Willensfreiheit
A. Geschichtliche Entwicklung im deutschsprachigen Raum
B. Gegenwärtige Situation im deutschsprachigen Raum
1. Deutschland
2. Österreich
3. Die Schweiz (Bd. 50, Nr. 2)
C. Die Auseinandersetzung mit der Willensfreiheit in Japan
a . Kimura Kameji
b . Dando Shigemitsu
c . Hirano Ryuichi
d . Fukuda Taira
e . Nakayama Kenichi
f . Eine Zwischenbilanz

(4) Psychologische Vorgänge bei der Willensbildung

Zweites Kapitel Geschichtliche dogmatische Entwicklung des
Schuldbegriffs ─ vom psychologischen Schuld-
begriff zum normativen Schuldbegriff ─

(1) Deuschland
A. Frühere Lehre (Bd. 50, Nr. 3/4)
B. Der Schuldbegriff von heute
a . Müller-Dietz
b . Jescheck
c . Bauman/Weber/Mitsch
d . Schöch
e . Der funktionale Schuldbegriff
aa. Roxin
bb. Jakobs
cc. Streng

The Hokkai-Gakuen Law Journal Vol. LII No. 1

Summary 北研 52 (1・96) 96


